
二幸ホールディングスグループ

サステナビリティ報告書2025
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はじめに

2024年度(2024年4月~2025年3月)

ただし、一部それ以前や以降の内容が含まれる場合もあります。

報告対象期間

・二幸産業株式会社

・糸魚川二幸株式会社

・株式会社アセント

報告対象範囲

当報告書で使用する用語を以下の通り定義します。

・当グループ ：『報告対象範囲』の3社

・社員 ：『報告対象範囲』の3社に所属する全社員

・ステークホルダー：当グループに関係するすべての皆さま

用語の定義

当グループは、持続可能な未来を築くために積極的に取り組んでいます。

当報告書では、当グループのサステナブルな取り組みを透明かつ包括的に報告します。

当報告書は、当グループの取引先・地域関係者・金融機関・社員・入社を検討している皆さまに向けて作成

しています。
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当グループの考えと全体像

全社員がサステナビリティにかかわる企業へ

目標の説明 / 活動報告 / 担当部門⾧メッセージ
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人的資本 / 数字でみる二幸ホールディングスグループ

当グループの魅力 / サステナビリティ経営の推進方針 / 2024年度の当グループ / 印象的な出来事 / これからの当グループ
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二幸ホールディングスグループってどのような企業だろう？

改めて考え、みんなで話し合ってみました。

『社員の人柄の良さ』『自由度の高さ』等…『ゆる』な側面
『誠実さ』『チャレンジの機会の多さ』等…『ガチ』な側面

どちらの側面も当グループの強みです。

いつもは気軽に楽しく、だからこそ真剣に取り組める当グループの
日常の一部もあわせてご紹介いたします。

二幸ホールディングスグループらしさ、“ゆるやかさ”と“真面目（ガチ）さ”を武器に更なる飛躍を。

グループ概要
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施設運営事業

・施設管理業務
・清掃業務
・警備業務
・マンション管理
・エネルギーマネジメント
・建物修繕

介護事業

・居宅介護支援
・訪問介護
・デイサービス
・グループホーム

建物包括診断
・赤外線調査（外壁浮き漏水）
・ドローンによる点検

プロパティマネジメント
・レポーティング
・リーシング
・不動産仲介・管理 など

環境関連事業
・廃棄物収集運搬管理
・下水道処理施設管理

ホテル運営事業
・ホテル経営
・レストラン経営
・温浴施設経営

当グループは、多様な事業で社会に貢献しています。

当グループと社会との関わり
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2024年度 二幸ホールディングスグループ 組織図
※2025年3月現在
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北海道支社/北海道札幌市

新潟支社/新潟県⾧岡市

⾧野支社/⾧野県⾧野市

糸魚川二幸㈱/新潟県糸魚川市

九州支社/福岡県福岡市

関東支社/埼玉県さいたま市

本社/東京都新宿区
東京オフィス/東京都千代田区

神奈川支社/神奈川県横浜市

㈱アセント/静岡県浜松市

東海支社/愛知県名古屋市

事業所所在地

※本資料に記載した地図は、必ずしも、我が国の領土を包括的に示すものではありません

※2025年3月現在



8

未
来
の

仲
間
た
ち
へ

部
門
別
目
標

グ
ル
ー
プ
目
標

推
進
体
制

理
念
・
構
想

経
営

メ
ッ
セ
ー
ジ

グ
ル
ー
プ
概
要

二幸ホールディングス株式会社
代表取締役 社⾧執行役員

当グループの魅力

当グループが持続的に成⾧・発展していくためには、単なる利益
創出にとどまらず、社会課題の解決が不可欠です。その意思を示す
ためにサステナビリティ宣言を掲げ、「一人ひとりの活躍と働きが
い」「安全・安心の追求」「環境保全の推進」「コーポレートガバ
ナンスの強化」の4つを重要テーマとして設定しました。これらに
真摯に向き合い「事業を通じ社会課題の解決に取り組む」ことを、
当グループのサステナブル経営の推進方針としています。

「お客様第一主義」の精神が実践されていることが当グループの
魅力です。どんな困難があっても社員同士が支え合い、助け合う文
化が根付き、ただ業務をこなすのではなく「どうすればお客様に
とって最良か」を考え、主体的に行動する姿勢が信頼につながって
います。チームワークを大切にし、お客様の満足を追求し続けるこ
とこそ、当グループ最大の魅力です。

チームワークを大切にし、お客様の満足を追求し続ける

サステナビリティ経営の推進方針

「一人ひとりの活躍と働きがい」「安全・安心の追求」
「環境保全の推進」「コーポレートガバナンスの強化」

4つを重要テーマとして設定

経営メッセージ

1994年3月二幸産業株式会社 入社／1994年4月事業所、支社、本社スタッ
フ（現場作業、事務業務、管理業務）／2014年4月部⾧ 就任（人事総務部）
／2020年4月執行役員 就任／2020年6月取締役 就任／2023年6月常務取締役
就任／ 2024年6月代表取締役社⾧ 就任（二幸ホールディングス㈱、二幸産
業㈱、㈱アセント）

経歴
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2024年度の当グループを振り返る

2024年の当グループは、様々な意味で「動きの多い」1年でした。
経営体制が大きく変わったことに加え、次々と多様な出来事が起こ
り、正直バタバタする場面も多かったです。そんな中でも立ち止ま
らず、「これからの土台作り」にじっくり取り組んできました。

役員メンバー全員で半年以上、ああでもないこうでもないと議論
を重ねながらつくり上げた経営計画は、これからの当グループを支
える柱になると信じています。

経営体制を刷新、「これからの土台作り」に取り組んだ1年

かつて、ある商業ビルの大規模改装に伴い、新装開店に向けた清
掃業務の応援が急遽決まり、通常業務とは異なる特別な体制の中、
支社スタッフ全員が総出で対応にあたることになりました。
作業内容は、床の剥離洗浄からワックス掛けまで。

しかも店舗全体という広範囲。限られた期間で仕上げるため昼夜
を問わず清掃作業に没頭し、気がつけば数日間、徹夜続きの作業と
なっていました。

当グループでの印象的だった出来事

商業ビルの新装開店に伴う大規模な清掃業務を通じて感じた、
困難な状況でこそ発揮されるチームワークの力、そして目標を
共有し、全員で成し遂げる喜びを体感できた貴重な時間。

この計画を軸に、グループ全体が同じ方向を向いて、それぞれの持ち場で力を発揮しながら、前進していけたらと思います。
まだまだ道半ばですが、成⾧の手応えを感じられるよう、みんなで頑張っていきたいです。

作業終盤、疲労の色が隠せない中でも「絶対に間に合わせよ
う」という一体感がスタッフの間に生まれ、そしてついに新装開
店のわずか5分前。すべての作業が完了し、床はまるで鏡のよう
に輝いていました。

スタッフ全員が見せた達成感に満ちた笑顔は、今でも心に残っ
ています。

忘れられないのはある深夜のこと、作業の合間にみんなで食べ
た近くの牛丼屋の牛丼弁当。その温かさと、何よりも仲間と一緒
に味わったあの時間が、今でも特別な記憶として残っています。
あの一杯には、努力と団結の味が染み込んでいました。 この経
験は単なる清掃業務以上の意味を持っていました。

困難な状況でこそ発揮されるチームワークの力、そして目標を
共有し、全員で成し遂げる喜びを体感できた貴重な時間でした。
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これからの当グループ

経営理念である「お客様第一主義」「社員の生活向上と成⾧」
「適正利益の確保」に加え、「社会貢献」を大切にしながら、
時代の変化に柔軟に対応し、抜群のチームワークでさらに成⾧し
ていきます。

お客様には、「二幸に頼んでよかった！」と思っていただける
よう期待を超えるサービスを提供し、信頼を深めていきます。
社員にとっては、「二幸で働いてよかった！」と誇れる環境を整
え、一人ひとりが成⾧できる場をつくります。

そして、社会に対しては、環境への配慮や地域貢献を通じて、
より良い未来づくりに貢献していきます。

さらに、常識にとらわれず独自の技術やアイデアを積極的に取
り入れ、業界内でも異色の存在感を示すことで「二幸って何か
ちょっと気になるな」と思われる企業を目指します。

3つの経営理念と「社会貢献」を基に、常識にとらわれない
独自の技術やアイデアを積極的に取り入れ、「二幸って何
かちょっと気になるな」と思われる企業を目指します。
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当グループの考えと全体像

当グループでは、経営理念を基とし、グループの基本方針となるミッション、
目指すべき未来の姿であるビジョン、行動指針として一人ひとりが意識するバリュー、
グループ全体でサステナビリティに取り組むためのガイドラインとして、
サステナビリティ宣言を策定しています。

また、持続可能な社会を築くための具体的な目標として、グループ全体で取り組む
グループサステナビリティ目標、各部門単位で従業員一人ひとりが主体的に取り組む
部門サステナビリティ目標を設定しています。

‐不変の指針‐

‐私たちの果たすべき使命‐

‐私たちの到達したい未来の姿‐

‐私たちの行動指針‐

‐持続可能な社会の実現‐サステナビリティ宣言

バリュー

ビジョン

ミッション

経営理念
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当グループは経営理念に基づき持続可能な経営を追求します。

お客様第一主義

適正利益の確保

経営理念経営理念
社員の生活向上と成⾧
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MISSION ミッション

私たちのサービスで お客様に、社員に、社会に「幸せ」を

VISION ビジョン

日本に、地域に、必要とされ続け 100年継続する企業へ

VALUE バリュー

｢誠実｣ 約束を守り 信頼を裏切らない

｢真摯｣ 真面目で ひたむきに取り組む

｢実直｣ 正直で 一生懸命尽力する

当グループのミッション・ビジョン・バリュー
それらを実現かつ持続させていくことは､未来の世代に対する私たちの責任です
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私たちは､未来の世代にその責任を果たすためのガイドラインとしてサステナビリティ宣言を策定しています。

① 透明性と説明責任

意思決定プロセスや業績に関する情報を開示し､お客様に､社員に､社会に信頼される企業を目指します。

② 倫理的行動

法令や社内規範及び企業倫理等を遵守するとともに､それら活動を監視し､不正不祥事の防止に努めます。

③ リスク管理

社会･環境･災害リスクなど広範なリスクに対する管理体制を整備し､持続可能な経営を推進します。

④ ステークホルダーとの対話

ステークホルダーとの対話を通じ､互いの信頼関係の強化を図り､企業の持続的な成⾧を目指します。

コーポレートガバナンスに関する事項

サステナビリティ宣言
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① 人権の尊重

人権とあらゆる多様性を尊重し、人種・国籍・言語・性別・性的指向・宗教・年齢・身体的特徴・障がい

の有無等を理由とする差別及びハラスメントの排除に努め、相互信頼と良識のある職場環境をつくります。

② 教育と啓発

人権に関する教育を行い、意識を高めるとともに、適切な行動を促します。

③ 問題解決の体制

人権に関する問題が発生した場合、迅速かつ公正に対応するための相談窓口を設置します。

人権に関する事項
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① 労働法令の遵守

労働基準法やその他の関連法令を遵守し､公正な労働条件を提供します。

② 安全衛生の確保

「安全衛生は全てに優先する」を合言葉に、積極的に推進活動を行います。

③ 働きがいのある職場環境

働きがいのある職場環境や制度の整備に取り組みます。

④ 教育とキャリア開発

各種研修プログラムの充実と自己啓発のための環境を整え、知識・経験と豊かな人間性を備え、自ら学び、

考え、行動する自律した人材を育成します。

労働に関する事項
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① 環境への配慮と社会倫理

サービスの提案と提供において、環境への影響と社会倫理を強く意識します。

② サービス品質の向上

生産性を高め、かつ付加価値の高いサービスを提供することで、継続的にお客様の満足度向上を図ります。

サービスの提案と提供において、エネルギー使用量の管理、機器の運転、維持管理、更新を通じて省エネ

を推進します。

サービス提供の手法や使用する資機材を見直し、有害物質の削減や廃棄物の減量、再利用を推進します。

③ 知識技能の習得機会の提供

社員に対して必要な知識や技能の習得機会を積極的に設け、サービス品質の向上を図ります。

サービス品質に関する事項
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① 環境法令

環境法令やその他の関連法令を遵守します。

② 環境保全活動

社員一人ひとりが環境保全活動に関心を持ち、環境負荷の一層の軽減に努め、全員参加の活動を推進しま

す。

事業活動において使用されるエネルギーを管理し、省エネ活動を推進することにより温室効果ガスの削減

に寄与します。

事業活動において発生する有害物質・廃棄物について、総量の抑制や再利用を進め環境負荷の低減に寄与

します。

環境に関する事項
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① パートナーシップ

ステークホルダーとの対等な立場で協働し、互いの利益創出と課題解決に取り組みます。

② 地域の活性化

地域の活性化のために、地域コミュニティへの参加を積極的に行い、地域との持続的な発展と信頼関係の

強化を図ります。

③ 地域貢献活動

ボランティア活動や地域の清掃活動など、地域社会への貢献活動を推進します。

④ 啓発活動

事業活動を通じ、持続可能な社会の実現に向けた啓発活動を行います。

コミュニティパートナーシップに関する事項
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サステナビリティ宣言

重要テーマ

コーポレートガバナンスに関する事項
透明性と説明責任 |  倫理的行動 |  リスク管理 |  ステークホルダーとの対話

人権に関する事項
人権の尊重 |  教育と啓発 |  問題解決の体制

労働に関する事項
労働法令の遵守 | 安全衛生活動 | 働きがいのある職場環境 | 教育とキャリア開発

サービス品質に関する事項
環境への配慮と社会倫理 |  サービス品質の向上 |  知識技能の習得機会の提供

環境に関する事項
環境法令 | 環境保全活動

コミュニティパートナーシップに関する事項
パートナーシップ | 地域の活性 | 地域貢献活動 | 啓発活動

私たちは､未来の世代にその責任を果たすためのガイドラインとしてサステナビリティ宣言を策定しています。

2025年度よりサステナビリティ宣言の特に重要なテーマとして4つを設定します。

安全･安心の追求
｢安全･安心｣を追求し､利用者の安全､社員の安全､そ
して社会との信頼関係を築きます。

環境保全の推進
環境保全活動を通じて､持続可能な社会の実現に向け
た取り組みを行います。

コーポレートガバナンスの強化
透明性､コンプライアンス､リスク管理を強化し､持続
可能な経営を推進します。

一人ひとりの活躍と働きがい

一人ひとりが活躍かつ働きがいを感じ､永く働き続け
られる会社風土を醸成します。
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活動の方向性取組方針重要テーマ

給与アップ､福利厚生､職場環境整備などにより
働きがいを感じられる会社を目指します。待遇の改善

一人ひとりの活躍と働きがい
＜人財確保･定着率向上の施策の推進＞
一人ひとりが活躍かつ働きがいを感じ､

永く働き続けられる会社風土を醸成します。

社員一人ひとりのキャリアプランの把握と
それに向けた成⾧機会の提供等により､個人と
その先のチーム･組織･会社の競争力を持続的に
高めます。

個人の成⾧

多様性を尊重し､個性と能力が十分に発揮でき
平等に活躍できる会社風土の醸成を図ります。男女共同参画の推進

オープンで円滑なコミュニケーション環境を
構築し､風通しの良い職場を追求します。コミュニケーションの向上

安全の見える化により安全への取り組みを
強化します。安全の見える化

安全･安心の追求
＜事故ゼロ＞

「安全･安心」を追求し､利用者の安全､
社員の安全､そして社会との

信頼関係を築きます。

業務プロセスの策定と見直しにより､建物･
利用者･社員の安全を確保していきます。業務プロセスの策定と見直し

教育研修の充実により､社員の技術力や
安全意識の強化とサービス品質の向上を
図ります。

教育研修の充実
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活動の方向性取組方針重要テーマ

事業活動を行う中で環境や社会にもたらす
リスクを最小化するため､環境に配慮した業務･
サービスのあり方を追求し､温室効果ガスの
削減､有害物質･廃棄物の抑制･再利用などによ
り環境負荷の低減に寄与します。

環境負荷低減に向けた取り組み

環境保全の推進
＜環境負荷低減＞

環境保全活動を通じて､持続可能な社会の
実現に向けた取り組みを行います。

企業倫理（法令･社内規範･道徳的観点など）を
遵守するとともに､それら活動を監視し､不正･
不祥事の防止に努めます。

コンプライアンスの徹底

コーポレートガバナンスの強化
＜不正･不祥事と法令違反の防止＞

透明性､コンプライアンス､リスク管理を
強化し､ 持続可能な経営を推進します。

社会的リスクや､自然･公衆衛生上の災害や事故
を含む広範な管理体制を整備し､リスク抽出と
その適切な対応方法を定め､持続可能な経営を
推進します。

リスクマネジメントの強化
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サステナビリティ活動の体制と役割

サステナビリティ
委員会

取り組みの
意思決定

SDGs推進部

社内外のサステナビ
リティに関する
ニーズへの対応

SDGs
プロジェクト
部門目標策定の

中心となる
キーマン育成

部門
部門目標達成へ

向けて活動

全社員がサステナビリティ活動にかかわる企業へ

当グループでは、サステナビリティの推進を

重要な経営課題の一つと位置づけ、全社員が

主体的にサステナビリティ活動に関わることが

できる体制を整備してまいりました。

2021年度に活動を開始してから5年目を迎え、

SDGs推進部を主導とし、グループ全体で一体

感あるサステナビリティの取り組みを推進して

います。

この章では、各推進組織の活動内容について

ご紹介いたします。
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当グループでは2021年度より、サステナ

ビリティ活動に関わる取り組みの意思決定

機関として、取締役会による監督のもと、

サステナビリティ委員会を設置しています。

委員会は毎月１回(8月を除く)開催され、

サステナビリティに関連する方針の決定や

サステナビリティ目標の進捗管理・施策の

審議等を継続的に行っています。

サステナビリティ委員会での主な審議事項

・基本的な考え方

・サステナビリティ目標の管理

・SDGs ゴールの設定

・CSR行動指針

・各方針（人権・環境等）

サステナビリティ委員会
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グループサステナビリティ目標
①2030年度までに指導的地位に占める女性の割合が15％以上となるよう目指して取組を進める
②2030年度までに温室効果ガスの排出量を2021年度に比べて21.7％削減する
③2030年度までにサービス提供により生じる有害物質の撲滅または適正な処理を進め環境負荷0を実現する

③ｰ1：清掃排水
③ｰ2：建設廃棄物

サステナビリティ委員会開催実績(2024年度)

主な討議内容開催月

・SDGs推進部月次・前年度年次活動報告
・サステナビリティ報告書2024の構成報告
・部門別サステナビリティ目標の確認
・グループ目標
①年次活動計画・進捗報告(社員アンケート･女性社員座談会等のまとめ・女性社員数データ・各種研修･

採用計画等)
②年次活動計画報告(CO2削減目標値・達成手段等)
③ｰ1：年次活動計画・前年度進捗報告(アルカリイオン電解水の普及･導入状況・価格設定・低環境負荷

ワックス剥離剤の検証等)
③ｰ2：年次活動計画報告(電子マニュフェストへの切替)

2024年
4月

・SDGs推進部月次活動報告
・サステナビリティ報告書2024構成・進捗報告
・グループ目標
①進捗報告(キャリアアップ研修等の実施計画・キャリアアップ先の具体案)
②2023年度CO2排出量・削減率の報告
③ｰ1：進捗報告(洗剤購入金額・環境負荷ゼロ清掃への契約切替増加に向けた具体案)
③ｰ2：進捗報告(電子マニュフェスト運用実績・手順)

5月

・SDGs推進部月次活動報告
・グループ目標
①進捗報告(各種研修等の参加者募集開始・女性管理職候補中途採用計画・キャリアアップ先の検討)
②進捗報告(清掃作業の標準化により排出されるCO2と水使用量の可視化の準備を開始)
③ｰ1：進捗報告(部門別洗剤購入金額・環境負荷ゼロ清掃顧客向け資料･動画制作企業選定・低環境負荷

ワックス剥離剤の検証経過・新製品紹介)
③ｰ2：進捗報告(運用実績)

6月
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主な討議内容開催月

・SDGs推進部月次活動報告
・グループ目標
①進捗報告(開催が確定した各種研修・女性管理職候補中途採用の検討と前例のある支社にヒアリング・

キャリアアップ先･採用計画･環境改善等今後の施策)
②進捗報告(LCA/CFPの基礎講座の開催計画)
③ｰ1：進捗報告(部門別洗剤購入金額・低環境負荷ワックス剥離剤2種の検証経過)
③ｰ2：進捗報告(運用実績)

7月

・SDGs推進部月次活動報告
・グループ目標
①進捗報告(キャリアアップ研修･評価者研修の実施実績・女性管理職候補中途採用求人掲載・検討中施策)

検討中施策→女性用用品の設置等・保育費用補助・女性の健康課題に関する男性社員教育・生理休暇
の有給化・時短勤務の延⾧・産休/育休/介休代務者への評価等

②進捗報告(LCA/CFP：業務標準見直しにより仕切り直し・CO2可視化：データ入力の一時中断)
③ｰ1：進捗報告(部門別洗剤購入金額・低環境負荷ワックス剥離剤の検証経過・新製品デモの見学)
③ｰ2：進捗報告(運用実績)→全体における進捗状況の明確化を指示

9月

・SDGs推進部月次活動報告
・サステナビリティ宣言の変更案について報告
・グループ目標
①進捗報告(女性社員数値データ・女性管理職候補中途採用募集状況)
②進捗報告(LCA検証手順・論文作成までのスケジュール)
③ｰ1：進捗報告(部門別洗剤購入金額・低環境負荷ワックス剥離剤の検証経過・他製品の検証予定)
③ｰ2：進捗報告(建設工事件数・電子マニュフェスト運用実績)

10月

・SDGs推進部月次活動報告
・部門別サステナビリティ目標→評価対象とする計画報告
・グループ目標
①進捗報告 (女性管理職候補採用状況)
②進捗報告(LCA/CFP：作業計測の開始・論文作成までのスケジュール・CO2可視化：データ入力新担当

者の基礎教育修了)
③ｰ1：進捗報告(部門別洗剤購入金額・低環境負荷ワックス剥離剤検証経過・新製品の2回目のデモ見学に

参加・他製品の検証計画)
③ｰ2：進捗報告(建設工事件数・電子マニュフェスト運用実績)

11月
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主な討議内容開催月

・SDGs推進部月次活動報告
・部門別サステナビリティ目標→評価方法案報告
・グループ目標変更案について報告
・グループ目標
①進捗報告(育児・介護休業法等の改正に伴う規定等改定・生理休暇のエフ休暇への見直し案)
②進捗報告(LCA/CFP：1拠点での作業計測完了・別拠点での作業計測の実施・CO2可視化：データ入力の

再開)
③ｰ1：進捗報告(部門別洗剤購入金額・低環境負荷ワックス剥離剤検証結果・汚水処理作業・他製品の検証

計画・本社にてアルカリイオン電解水の説明会実施)
③ｰ2：進捗報告(建設工事件数・電子マニュフェスト運用実績)

12月

・SDGs推進部月次活動報告
・グループ目標
①進捗報告(人事･総務部員が女性の健康課題セミナー･LGBTQ研修を受講)
②進捗報告(LCA/CFP：学会発表会へ要旨論文を提出)
③ｰ1：進捗報告(部門別洗剤購入金額・糸魚川二幸(株)にて既存ワックスのアルカリイオン電解水剥離・

低環境負荷ワックスの塗布を実施・各製品の洗浄検証結果)
③ｰ2：進捗報告(建設工事件数・電子マニュフェスト運用実績・2部門での電子マニュフェスト検証予定)

2025年
1月

・SDGs推進部月次活動報告
・2025年度活動予定
・2025年度部門別サステナビリティ目標案の報告
・サステナビリティ宣言(ポスター・携帯カードについて報告)
・グループ目標
①進捗報告(次世代育成支援対策推進法の有効期限延⾧に伴う行動計画の期限見直し)
②進捗報告(学会発表日程・ポスター案)
③ｰ1：進捗報告(部門別洗剤購入金額・従来剥離作業とアルカリイオン電解水剥離のコスト比較試算）
③ｰ2：進捗報告(建設工事件数・電子マニュフェスト運用実績・関東支社事例紹介)

2月

・第20回日本LCA学会・研究発表会の参加報告
・サステナビリティ報告書進捗報告
・SDGs推進部月次・年次活動報告・2025年度活動予定
・2025年度部門別サステナビリティ目標→変更案報告
・グループ目標
①進捗報告(人事部員が各種セミナーを受講・女性社員交流会開催の検討・社員紹介謝礼金の増額案)
②進捗報告(LCA/CFP：サービス算定の基礎作成中・CO2可視化：組織算定から現場算定への移行を検討)
③ｰ1：進捗報告(部門別洗剤購入金額)
③ｰ2：進捗報告(建設工事件数・電子マニュフェスト運用実績)

3月
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SDGs推進部

SDGs推進部は、ビジネス活動を通じて持続

可能な社会の実現を目指す部門です。環境・社

会・経済のバランスを考慮しながら、企業の成

⾧と社会的責任の両立を図るための企画と実行

を担っています。

私たちは社員一人ひとりが「持続可能性」を

自分ごととして捉えられるよう、教育・啓発活

動にも力を入れています。

また、社外との連携・発信にも積極的に取り

組み、ステークホルダーと協働し、社会全体の

意識向上にも貢献しています。

取組みの一例として、『2030SDGsゲーム』

というカードゲームの推進事例をご紹介いたし

ます。

SDGs推進部の活動内容

サステナビリティ活動に関する事項
• SDGs活動の推進

• サステナビリティ報告書の作成

• サステナビリティ委員会の事務局

• サステナビリティ活動の推進のための

企画・測定・検証

既存管理業務の品質向上に関する事項
• 作業従事者の技術力向上のための研修の開催
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2030SDGsゲーム

当グループではサステナビリティ推進のユニークな取り組
みとして、「2030SDGsゲーム」を導入しています。

カードゲーム社内開催時の様子

本カードゲームは、2030年までの道のりを体験し、
「なぜSDGsが私たちの世界に必要なのか」、
「SDGsがあることによってどんな変化や可能性があるのか」
を体感することができます。
参加者からは、カードゲームを通しSDGsについての理解が深まっただけでなく、
カードゲームが社内交流のきっかけとなったというお声を多くいただいております。

また、本カードゲームの開催には公認資格を取得した公認ファシリテーターが必要と
なります。当グループでは、4名の社員が公認ファシリテーターの資格を取得しており、
社内開催にとどまらず、他企業様からもご依頼をいただき、公認資格を持つ社員が全国
各地に赴きカードゲームを開催しています。
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カードゲームへの参加が叶わない従業員も少なくありません。そこで、カードゲーム参加が難しい
方向けに、SDGs推進部よりWeb講座・テキスト講座いずれかの代替案を提供しています。

2030SDGsゲーム参加の仕組み

カードゲーム代替案

① Web講座の受講

SDGs推進部が講師となり、3～4名参加、約2時間の講座

→世界の現状を経済・環境・社会の3分野からシェアした上で、

SDGsの本質を探究していく

→気づきがより多くなるように少人数での開催とし、カードゲームと

同様にグループ討議で個人の感想も無理なく共有できる空間とする

② テキスト講座の受講

(カードゲームとWeb講座への参加が難しい場合のみ選択)

SDGs推進部作成のテキストを個人、又は拠点へ発送→Web講座と同様

に、世界の現状を3分野から知り、現実とあるべき

姿のギャップをSDGsを通してとらえやすい内容とする

① カードゲームへの参加

カードゲームの最小開催人員(8名)に

満たない地域は、家族や友人、お客様や

協力会社の方へお声掛けをし参加を募る

→社外の方とのコミュニケーションの

機会につながる

参加or開催が難しい…

カードゲームの開催
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2030SDGsゲーム開催実績(グループ全体実績・2025年3月現在)

2030SDGsゲーム

カードゲーム代替案 (グループ内)

Web講座
受講者数

27名
(内2024年度0名)

テキスト講座
受講者数

738名
(内2024年度196名)

社内実施回数
(グループ全体)

54回
(内2024年度5回)

参加者数
798名

(内2024年度91名)

社外実施回数

16回
(内2024年度6回)

参加者数
437名

(内2024年度145名)
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SDGsプロジェクト

当グループでは2021年度より全部門を対象
としたSDGsプロジェクトを実施しています。
本プロジェクトはSDGsの理解を深めることだ
けでなく、「“SDGsとの関連が説明できる部
門サステナビリティ目標”の立案・達成のキー
マンを育成すること」を目標としています。

プロジェクトメンバーはSDGsの基礎知識や
自身の生活・ビジネスとの結びつき、また部
門目標立案のためのアプローチ方法などを学
びます。そして、これらの知識や情報を単に
インプットするだけではなく、発表やグルー
プ討議などアウトプットの時間を併せて設け
ることで、SDGsに対する理解度をより効果的
に高めています。

2024年度は初の取り組みとして、希望者参
加型でリサイクル工場の見学を行いました。
参加者からは、見学後、実生活でのゴミの分
別や資源のリサイクルに対する意識や行動が
変化したとの声が多く聞かれました。SDGsを
より自分ごととして捉えていただくために、
今後ともこのような体験型活動や新しい取り
組みを取り入れていきたいと考えています。

Web形式でのプロジェクト風景

・毎月1回Web会議形式(2h/回)で開催

・基礎知識の説明・最新情報の提供(知識のインプット)

・宿題に取り組む(経験のインプット)

・宿題の発表(知識と経験のアウトプット)

・グループ討議
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級)・アドバンスド(上級)の2コースが設定さ
れています。

毎年度、各部門から各コース1名ずつプロ
ジェクトメンバーを選出。(アドバンスドコー
スは原則、イントロダクションコースを修了
したメンバーを選出。)選出されたプロジェク
トメンバーはプロジェクトを通し、SDGsに
ついての理解を深め、自部門のサステナビリ
ティ目標を立案します。

また、アドバンスドコースでは四半期ごと
に部門サステナビリティ目標の進捗報告を行
い、メンバーはプロジェクトの集大成として
サステナビリティ報告書の部門サステナビリ
ティ目標ページを作成します。

イントロダクションコースを修了したメン
バーは、次年度よりアドバンスドコースへと
進みます。アドバンスドコースを修了したメ
ンバーはプロジェクトから卒業というかたち
になりますが、その後もサステナビリティ活
動推進のキーマンとしてご活躍いただけるこ
とを期待しています。

SDGsプロジェクト概要

部門別目標策定の経緯

当グループは全国各地に拠点があり、拠点ご
とに事業内容や抱える課題等は違います。そこ
で、各部門の環境や特色に合ったサステナビリ
ティ活動を行うことを目的とし、2022年度より
部門別サステナビリティ目標を策定しています。

プロジェクトメンバーを中心に各部門が、そ
れぞれの地域やコミュニティが抱える課題、そ
れに対し自部門が持つスキル・思い等がどのよ
うに活かせるかなどを考え、取引先や地域コ
ミュニティとのパートナーシップ構築に繋がる
目標の立案・活動を目指します。

部門サステナビリティ目標
立案・策定

SDGsの理解
部門目標立案のキーマン

サステナビリティ報告書作成
部門目標達成のキーマン

1年目 イントロダクション 2年目 アドバンスド
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サステナビリティ
宣言

労働
2030年度までに

指導的地位に占める
女性の割合が

30％程度となるよう
目指して取組を進める

2030年度までに
温室効果ガスの排出量を

2021年度に比べて
21.7％削減する

2030年度までに
サービス提供により生じる

有害物質の撲滅または
適正な処理を進め

環境負荷0を実現する

当グループでは、政府発表のSDGsアクションプランに

基づき、グループ全体としての3つのサステナビリティ目標

を掲げ、達成に向けて日々取り組みを進めております。

グループサステナビリティ目標
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グループサステナビリティ目標①

2030年度までに指導的地位に占める女性の割合が
30%程度となるよう目指して取組を進める

当グループは、誰もが性別を意識することなく活躍でき、

指導的地位にある人々の性別に偏りのない企業グループとなることを目指します。

■社会的課題

企業における女性活躍については、2015年に成立
した女性活躍推進法等を通じて、日本でも民間企業
の指導的地位に占める女性の割合は着実に上昇して
います。しかし、2020年に総務省が示した労働力調
査では、諸外国と比較すると、女性人口に占める女
性就業者の割合は51.8％と大差ないものの、指導的
地位に占める女性の割合は13.3％と低い水準です。

また、世界経済フォーラムより毎年発表される
ジェンダーギャップ指数における、2024年度の日本
の順位は146か国中118位でした。この順位に表れて
いるように、諸外国に比べて日本は男女平等参画に
おいて大変立ち遅れており、女性の能力の発揮の機
会が十分とはいえない状態です。

背景には、男女間の賃金格差の存在や固定的な性
別役割意識など、構造的な問題があると考えられて
います。

■当グループの方針

当グループがさらに社会へ貢献できる企業として
成⾧していくためには、変化し続ける社会に柔軟に
対応し、多様な価値観を活かした新たな価値創出が
必要となります。
そのためには従業員の人権とあらゆる多様性を尊重
し、また、多様性を活かした視点で発想ができる職
場風土を醸成していく必要があります。

そこで、当グループでは、多様性の一つである女
性社員の活躍を「次なる時代をリードする新たな成
⾧の源泉」として積極的に推進します。

女性が進めない社会に、未来はあるか 女性の力を、次なる成⾧の原動力に
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指導的地位に占める女性の割合

2030年度

30%程度

2029年度

28％

2027年度

20％

2025年度

10％

2024年度

7％

【定義】

• 平成19年2月男女共同参画会議で決定した指導的地位の定義「法人・団体等における課⾧相当職以
上の者」を採用

• 上記に基づき、当グループの課⾧相当職は「役職が課⾧クラス以上の者＋Ⅴ級職以上の者」とする

【現状】

• 当グループの2024年10月1日現在の課⾧相当職の人数は122名、うち女性は9名で7.4%
≪前年度比1.1%増≫

• 122名の30%と仮定した場合、指導的地位の女性は37名必要となる。
• 課⾧相当職候補に位置するⅣ級職の女性の人数は10名

定義と現状

2030年度までに指導的地位に占める女性の割合が
30％程度となるよう目指して取組を進める

グループサステナビリティ目標①

目標値
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目標達成の第一歩として、まず2030年度までのロードマップを人事部が作成しました。

2030年の当グループのあるべき姿から現状までを逆算して捉え、

①いつまでに

②その時点での指導的地位に占める女性社員の割合

③理想の状態

④必要な取り組み/施策

以上4点を踏まえたロードマップを策定しました。

そこからさらに④必要な取り組み/施策についての具体案の・対象者・取り組み頻度・対応部門を
細かに決定し、次頁に取りまとめました。また、ロードマップ作成の最終ステップとして、2030年
度までの毎月の取り組みの詳細なスケジュールを作成しました。

2022年度から2024年度まで：意識改革・女性積極採用期

2025年度 ：環境改革・制度充実期

2026年度から2029年度まで：女性活躍浸透期

以上の3フェイズで捉え、各フェイズにおいて、注力すべき事項を明確にしました。

2030年度までに指導的地位に占める女性の割合が
30％程度となるよう目指して取組を進める

グループサステナビリティ目標①

目標達成へのロードマップ
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必要な取り組み/施策理想の状態
指導 的地位

に占 める
女性 の割合

いつ までに

目標達成30％2030年度

・上位職の女性によるリーダー候補者へ育成支援
・会社の垣根を超えたダイバーシティネットワーク構築

・正社員男女比率 6：4

・ジェンダー関係なく活躍できる

カルチャーの浸透

28％2029年度

・資格取得支援制度
・人材育成プログラムの実施
・キャリアワークショップの開催

・社内キャリアチェンジ、

ジョブチェンジの活性化
20％2027年度

・女性が活躍できる部署の設置/拡大
例) 女性警備部隊の設置、総務管理課の役割拡大

・両立支援制度の制定
例) 全社員の育児休業取得率100％、

育児休業取得者への社内給付金支給、
育児短時間勤務延⾧

・正社員男女比率 7：3

・女性が活躍できる新部門、

事業の設立

・両立支援制度の充実

10％2025年度

・女性社員のキャリアビジョンの把握
・パート社員の正社員登用の活性化
・女性社員の積極採用
・高校求人活動
・在宅/リモート勤務、フレックスタイム制度の導入
・人事考課や昇格昇進基準の明確化
・全社員へのジェンダーフリー教育
・面接時の採用ガイダンス策定、面接官の事前研修
・社内女性ネットワークの確立
・ ク リ ー ン な 職 場 作 り （ 清 潔 感 、 更 衣 室 、 ハ ラ ス メ ン
ト）

・女性の昇進意欲の向上

・女性社員Ⅱ級職の人員増加

・性別による固定的概念の払拭

・採用面接時のアンコンシャス

バイアスの撤廃

・ 柔 軟 / 選 べ る 働 き 方 が で き て い

る

・女性が働きやすい職場環境作り

7％2024年度

意

識

改

革

・

女

性

積

極

採

用

期

環

境

改

革

・

制

度

充

実

期

女

性

活

躍

浸

透

期

2030年度までに指導的地位に占める女性の割合が
30％程度となるよう目指して取組を進める

グループサステナビリティ目標①

理想の状況と必要な取り組み/施策一覧
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醸成に向けて、女性正社員の受講希望者を対象に、8月21

日にキャリアアップ研修を実施し、27名の女性社員が参加

しました。

アムール法律事務所の大渕愛子弁護士、池田幸子氏にご

協力いただき、「キャリアとは」、「あなたの強みとタイ

プ」、「欠点の裏返しは強み」、「どのようにリーダー

シップを発揮するか」の4つをテーマに、講演とワーク

ショップを実施しました。

また、今回は業務の都合等により参加できなかった社員

向けに、講演パートのみ動画にて社内に共有を行い、社員

の希望を取り残さないよう努めました。

参加した女性社員からは、自分の強みや弱み、自分らし

いリーダーシップ、キャリアアップに対する価値観などを

考える機会になったと前向きな感想が上がりました。

2030年度までに指導的地位に占める女性の割合が
30％程度となるよう目指して取組を進める

グループサステナビリティ目標①

活動報告① 女性正社員キャリアアップ研修の実施
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グループサステナビリティ目標である、指導的地位に占める女性の割合の上昇に向けて、計画的な女性管

理職候補の中途採用に力を入れました。目標の達成に向けて、正規雇用全体に占める女性の割合を増加させ

ていくことも重要であると捉え、当グループの中途採用は主に各部門にて実施をしていますが、今年度より

人事部を窓口とした女性管理職候補の中途採用を開始いたしました。

採用活動を行うにあたり、女性管理職候補者の採用実績がある部門へのヒアリングや採用後の配属先の検

討を事前に実施し、当グループに入社後も活き活きと仕事ができる環境の整備を行い、2024年度は本社部門

1名、現業部門1名の計2名の女性管理職候補の入社が決定いたしました。

今後も当グループで活躍していただける方を継続的に募集してまいります。

評価者の評価精度向上、評価の公平性確保の観点から、9月18日、26日の2日間、評価者研修を実施しまし

た。 課⾧クラス以上の者、係⾧クラスの評価者を対象にアムール法律事務所の大渕愛子弁護士、池田健三郎

氏にご講演いだだき、計77名が研修に参加しました。

研修は、「人事評価の3つの評価基準」、「人事評価が組織に必要な理由」、「人事評価の5つの原則」、

「納得感のある評価のために」、「評価面談の活用法」、「当グループの現行制度の課題」をテーマにし、一

般論としての人事評価における重要なポイントや実際の評価制度や評価基準に基づく実務の注意点等について

学びました。

受講した社員からは、適切な評価を行うためにも評価者のスキル向上と継続的なトレーニングを行わなけれ

ばならないと感じたといった声が上がりました。

2030年度までに指導的地位に占める女性の割合が
30％程度となるよう目指して取組を進める

グループサステナビリティ目標①

活動報告② 評価者研修の実施

活動報告③ 女性管理職候補中途採用
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平等な働き方を目指す中で課題となる、アンコンシャスバイアスを正すには、まずは“目を向けて知る”こ

とが重要と考え、人事部員1名が女性の健康課題を考えるセミナーに、人事部員および総務部員合計10名が

LGBTQに関する研修に参加し、会社としてできること、個人としてできることを改めて見つめなおす機会

となりました。いずれも、知らないことが人材の採用や活躍を阻む要因になる可能性があることを考える

と、教育研修にて理解を深めること、制度を見直すことなどを検討する必要性を感じました。

当グループでは生理休暇制度を設けておりましたが、生理休暇の取得申請を承認する管理者が男性の場

合に申請しづらいといった点や、無給休暇であった点などから、十分に活用されていない状況が続いてい

ました。そこで、女性社員が自身の体調に合わせて、休暇の取得ができるよう制度の改革を実施すること

といたしました。

女性活躍を推進していく上で、今後も働き続けやすい環境を作るためにも、急務として取り組み、課題

点の抽出や他社での実施事例を参考に、2025年4月1日より名称を生理休暇から「エフ休暇」に変更し、有

給化することを決定しました。

2030年度までに指導的地位に占める女性の割合が
30％程度となるよう目指して取組を進める

グループサステナビリティ目標①

活動報告④ 生理休暇をエフ休暇へ

活動報告⑤ 人事部員・総務部員が女性の健康課題セミナー、LGBTQに関する研修に参加
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政府水準と同様に、2030年度までに指導的地位に占める女性の割合を30%程度とすることを2022年度よ

り目標に掲げて取り組みを進めてきた中で、目標達成に向けての課題も見えてきました。現在の当グループ

における正社員・パートナー社員に占める女性社員割合を鑑み、2025年4月1日より、目標数値を変更する

ことにいたしました。

『2030年度までに正社員・パートナー社員に占める女性の割合を30%以上にする 』

『2030年度までに指導的地位に占める女性の割合を15％以上にする （2035年度に30%以上）』

この2つの新たな数値目標を定めることとし、達成に向けて着実に取り組んでいきます。

目標数値のアップデートで理想の状況を、実現へ

2030年度までに指導的地位に占める女性の割合が
30％程度となるよう目指して取組を進める

グループサステナビリティ目標①

今後の活動予定
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人事部

グループサステナビリティ目標①担当部門

人事部 部⾧
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グループサステナビリティ目標②

2030年度までに温室効果ガスの排出量を2021年度に比べて21.7%削減する

当グループは、気候変動が企業や社会にもたらすリスクを最小化するため、

環境に配慮した業務・サービスのあり方を追求し、温室効果ガスの排出量削減に努めます。

企業へのリスク

気候 関連財務 情報開 示タスク フォー ス（T CF D ）は 、

気候 変動が企 業にも たらすリ スクと して次の 3 つを挙げ ていま す

(1 ) CO2 排 出に関す る規制 や課税な どの規 制リスク

(2 ) 資源調達 品の減 少・高騰 や

従業 員の健康 被害・ 生活環境 悪化な どの物理 リスク

(3 ) 気候変動 への適 応、緩和 対策に 関するス テーク ホルダー の皆様 の

評価 の厳格化 などの 市場リス ク

社会へのリスク

気候 変動に関 する政 府間パネ ル（IP C C）は 気候変 動が社会 に

もた らすリス クとし て次の8 つ を挙げて います 。

(1 ) 気温上昇 や干ば つによる 食料不 足や食料 安全保 障の問題

(2 ) 水資源不 足と農 業生産低 下

(3 ) 陸域や淡 水の生 態系、生 物多様 性がもた らす、

さま ざまな生 態系サ ービスの 損失

(4 ) 海域や沿 岸の生 態系、生 物多様 性がもた らす、

さま ざまな生 態系サ ービスの 損失

(5 ) 暑熱影響 による 死亡や疾 病

(6 ) 極端な気 象現象 によるイ ンフラ 機能の停 止

(7 ) 大都市部 への内 水氾濫に よる人 々の健康 障害や 生計崩壊 のリス ク

(8 ) 高潮や沿 岸部の 洪水、海 面上昇 による健 康障害 や生計崩 壊のリ スク

■社会的課題

近年、世界中で温室効果ガス(GHG)排出量の増加による
気候変動が要因と考えられる洪水や干ばつ、気温上昇が頻
発しています。

過去のCOPでの協議事項を振り返ると、2021年の
COP26では、1.5℃目標が合意されたことでさらなる気候
変動対策への取り組みが求められ、2022年開催のCOP27
では気候変動への適応・損失と損害が焦点となりました。
2023年開催のCOP28では損失と損害にかかわる基金の設
立や、2050年のネットゼロ達成に向けた化石燃料からの転
換について合意がなされました。

2024年にドバイにて開催されたCOP29では、第1回グ
ローバル・ストックテイクの完了、ロス&ダメージ(気候変
動の悪影響による損失と損害)への対策、途上国への資金
支援の新たな仕組み、脱化石燃料の加速の4つをテーマに
議論がなされました。

頻発する自然災害
世界が一体となり、気候変動に具体的な対策を
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2030年度までに温室効果ガスの排出量を
2021年度に比べて21.7%削減する

【定義】
・GHGプロトコル(国際基準)に基づき、

スコープ1～3に分類する
・当グループのスコープ分類は以下のとおり

Scope1/営業車の燃焼燃料
Scope2/本社、支社、営業所、ホテルの

電気売買に関するもの
Scope3/車両、電車による通勤・車両、

電車、飛行機による出張や
営業行為・運送業務

【現状】
CO2排出量の推移
・2021年度 18,949t CO2
・2022年度 19,392t CO2
・2023年度 19,385t CO2
・2024年度 19,533t CO2

当グループでは、温室効果ガス排出量の増加
にともなう気候変動が企業と社会にもたらすリ
スクと社会的な課題を思慮し、GHGプロトコル
（国際基準）に基づいたGHG排出量の削減に取
り組みます。

また、並行して企業・社会・環境に最善の
サービスを提供していきます。

環境・社会・企業、すべてに最善を

グループサステナビリティ目標②

当グループの方針 定義と現状
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■算定に使用するデータ

下流
(S c op e 3)

自社
(S c op e 1・ 2)

上流
(S c op e 3)

該当 カテゴリ
(※)S c op e 2S c op e 1該当 カテゴリ

(※)

-○○1,2 ,3 ,4 ,5 ,
6 ,7 ,8

ビルメンテナンス
事業

-○○1,3 ,4 ,5 ,
6 ,7 ,8介護事業

-○○1,3 ,5 ,
6 ,7 ,8

下水道施設
管理事業

-○○1,3 ,4 ,5 ,
6 ,7 ,8

ホテル運営
事業

当グループのサービス提供により排出される
CO2排出量と、そこに関連する事業活動により
排出さ れるCO2排 出量を GHG データ として可
視化するために、まず、GHGプロトコル(国際
基準)に基づきScope1～3を分類しました。

Scope1・2は当グループの直接排出・間接排
出 を 計 上 す る 範 囲 、 Scope3 は 当 グ ル ー プ の
サービスに関連した他社の排出を計上する範囲
となります。

 h t tp s : //w w w . env . g o . jp/ea r t h /ondanka/su p p l y _ c ha i n/g vc / f i l es/ too l s/sup
p l y _ c h a i n_ 2 0 17 1 1 _ a l l . pd f

表）環境省「サプライチェーン排出量算定の考え方」を基に作成

当グループではCO2算定データとして下記を採用しております。

1）品目別購入金額（算定方法：購入金額×環境省データベース）
2）自社で購入はしていないが、CO2を排出しているもの …取引先負担の電力使用量

上記データをもとに、より精巧にCO2排出を算定するために、国際審査・認証機関がシステムの妥当
性を保証している（ISO14064-3に準拠した検証）GHG排出量算定の可視化クラウドサービスを採用し、
データ収集工数の削減とともに、より正確なGHGデータ算出の検証を行っております。

2030年度までに温室効果ガスの排出量を
2021年度に比べて21.7%削減するグループサステナビリティ目標②
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■目標値

CO2排出量

2030年度

21.7%以上削減

2027年度

15.1%以上削減

2025年度

10.4%以上削減
2023年度：5.3%

2024年度：7.9%

【目標値内訳】

Scope1・2を2021年度に比べて4.2%削減 / 年 Scope3を2021年度に比べて2.5%削減 / 年

2030年度までに温室効果ガスの排出量を
2021年度に比べて21.7%削減するグループサステナビリティ目標②

■サステナビリティ報告書2024からの報告数値の修正について

今年度発行のサステナビリティ報告書では、2021年度、2022年度、2023年度のCO2排出量の報告
数値の修正を行っております。

2024年度報告書発行時点では、経済産業省が発表する電力事業者別の単価が例年よりも遅れ、未発
表であったことから前年度の数値にてScope2の算定を実施し、報告を行いました。電気事業者別の
単価が発表された後、Scope2の単価の修正を行うとともに過去のデータの総点検を実施しました。

その結果、過去のデータにおいて単価の選択誤りがあったため、正しいものに変更いたしました。
また、2021年度のScope1についても数値の入力誤りがあったため、修正を行いました。
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■活動報告～CO2排出量の推移～

2021年度からCO2排出量測定を開始し、4年目を迎え、Scope1、Scope2、Scope3のそれぞれの割合に
大きな変化はなく推移しました。

2024年度は、2021年度に比べて、CO2排出量がScope1・2は減少していますが、
対目標では、Scope1・2・3ともに未達成という結果となりました。

2030年度までに温室効果ガスの排出量を
2021年度に比べて21.7%削減するグループサステナビリティ目標②

【2021年度】 【2023年度】 【2024年度】【2022年度】

削減率
(2021年度比)

2021年度比
2024年度増減2024年度2023年度2022年度2021年度(単位：tCO2)

0.35%- 3856824910859Scope1

0.72%- 101,3841,3821,6031,394Scope2

- 3.58%+ 59717,29317,17916,87916,696Scope3

- 3.08%+ 58419,53319,10819,39218,949Total
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■今後の課題について

2030年度までに温室効果ガスの排出量を
2021年度に比べて21.7%削減するグループサステナビリティ目標②

CO2排出量の可視化をしたことにより、自社の排出量であるScope1、Scope2は全体の10～12%程度で
あることがわかり、より具体的に当グループ独自で取り組むべき課題が見えてきました。

現在は、環境省発表の二次データである排出原単位をもとに算定を行っていますが、今後は当グループ
の事業活動に基づく独自の排出原単位を測定し、一次データを用いた排出量の管理に切り替えを行い、実
態に即した排出量の削減を目指します。
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要■活動報告～清掃サービスにおけるGHG排出量の算定～

当グループの事業活動に基づく独自の排出原単位を測定し、一次データを用いた排出量の管理に切り替えを行
い、実態に即した排出量の削減を目指すための第一歩として、2024年10月より、清掃サービスにおけるLCA(ラ
イフサイクルアセスメント)の算定を開始いたしました。2025年3月には、広島県にて開催された第20回日本LCA
学会研究発表会に参加し、検証と研究の成果をポスター形式にて発表を行いました。

●研究背景

LCA(ライフサイクルアセスメント)とは？
 

製品やサービスの資源調達から生産、流通、廃棄、

リサイクルまで含めた一連の流れで生じる環境負荷

を定量化し、評価する手法

●研究の目的

清掃サービスの環境負荷を定量化
し自らの経済活動の環境負荷を認識
するとともに、削減ポテンシャルを
提案できるようにすること

●演題

清掃サービスにおける環境負荷の算定

・清掃サービスは、生活環境を清潔に保ち、健康で
快適な生活を送るために欠かせずオフィス、商業施
設や病院、工場等、幅広く、日常的に見られること
であるがLCAとしての先行研究はほとんどない。

・清潔で衛生的な環境を作り出す過程で、大量の水
の消費、化学物質を含む洗剤の使用があり、環境負
荷を生じさせている。

一方で、清掃サービスで消費する水や電力は建物
の所有者が負担することが一般的なことから、清掃
業者が自分たちの作業にて自然資源を消費している
という意識は希薄になる傾向がある。

2030年度までに温室効果ガスの排出量を
2021年度に比べて21.7%削減するグループサステナビリティ目標②
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●対象範囲 ●本研究における課題

清掃サービスにおける環境負荷の算定

清掃作業には主に2種類あり、部屋や廊下、トイレ
等ほぼ毎日実施する清掃を『日常清掃』、床へのワッ
クス塗布や窓ガラス清掃等の日常清掃では対応できな
い清掃を『定期清掃』と言います。

今回の研究では、『日常清掃』を対象範囲とし、掃
除機やほうき等による除塵、布巾やモップによる拭き
上げ等の主な作業で

①消費する水の量

②使用する洗剤の量

③消費電力量

④ゴミ袋等消耗品費の量
を計測し、GHG排出量(温室効果ガス排出量)として算
定を行いました。

①建物サービスには電気設備や空調設備の管理等も含
まれており、契約金額で単純に比較するには、それら
の計測データも必要となる。 
 
②面積あたり、台あたりの数値の精度を上げることで、
他の建物での清掃から発生する環境負荷の量が容易に
計算できるようになると思われるが、サンプル数が少
ないので、もっとサンプル数を増やして精度を高める
必要がある。

当日配布した資料

2030年度までに温室効果ガスの排出量を
2021年度に比べて21.7%削減するグループサステナビリティ目標②
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1時間で16名の方にお立ち寄りいただきました！

●今後の展望

清掃サービスにおける環境負荷の算定

・清掃サービスからGHG排出量を削減する手段を実現するための研究を実施していく

・環境負荷を減らして、削減の差分の可視化をする
見える化されたメリットを顧客提案に活用する

●発表当日の様子（2025/3/6 @ 広島）

2030年度までに温室効果ガスの排出量を
2021年度に比べて21.7%削減するグループサステナビリティ目標②

今回の発表を通じて、お立ち寄りいただいた方々からの
反響やコメントの一部をご紹介いたします。

学校に通いながら他社で商業施設の清掃のアルバイトを
しているため、気になって発表を見に来ました。

自身のトイレ清掃作業中も余分に便器の水を流したり、
センサーで洗面器の水が流れてしまったりと無駄な部分も
多くあると気づきました。

LCAの算定を行うだけでなく、最終的には自社のサービ
スとして活用するゴールは興味深く、研究の続きが気にな
ります。

ホテル業界に関心があり、大学で研究を行っています。
ぜひホテル清掃に関するLCAの研究もしてほしいです。
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当グループは、環境関連法規・規制を遵守するとともに、

環境保全と経済とのバランスのとれた活動に取り組んでいきます。

■当グループの方針■社会的課題

世界の人口増加や新興国・途上国の急速な経済
成⾧などに伴い、資源の枯渇と廃棄物による環境
への影響が深刻化しており、日本でも大気や水の
汚染、廃棄・処理による有害な化学物質の放出な
どそれらの削減や撲滅へ向けては多くの課題が山
積しています。

そのため、事業活動における廃棄物や有害な化
学物質の発生抑制や資源の有効活用が求められて
います。

 https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/prtr/r5kohyo/04gaiy
ou/R5PRTRdate.pdf

グラフ）環境省「 令和5年度PRTRデータの概要等について－化学物質の排出量・移動量の集計結果等－」を基に作成

当グループでは、事業活動において廃棄物の
適正処理及び削減方策を多角的に検討し、生物
多様性、森林、海洋等の環境の保全に努め、経
済活動とのバランスを考えながら環境負荷0を
実現します。

限られた資源の有効活用、有害物質の発生抑制、
廃棄物の適正な処理で、循環型社会の実現へ

環境負荷0へ
当グループの一歩が、地球の一歩に

グループサステナビリティ目標③

2030年度までにサービス提供により生じる有害物質の撲滅または
適正な処理を進め環境負荷0を実現する



54

未
来
の

仲
間
た
ち
へ

部
門
別
目
標

グ
ル
ー
プ
目
標

推
進
体
制

理
念
・
構
想

経
営

メ
ッ
セ
ー
ジ

グ
ル
ー
プ
概
要

■定義と現状

【定義】
・法令に基づく処理は当然のことながら、

サービス提供より生じる廃棄物を減らす

【現状】
・アルカリイオン電解水による清掃の導入・推進
・電子マニフェストの段階的導入

本目標を達成する上で、当グループでは事業活動内の2つの点に着目しました。

次頁以降でそれぞれのアプローチにおける活動詳細を報告いたします。

①清掃で発生する有害物質を含む排水の削減に着手する
・効果の理論値算出､リスク・デメリットの管理方法の明確化

・アルカリイオン電解水の利用の拡大

②紙マニフェストから電子マニフェストへの移行
・工事の廃棄物処理において電子マニフェストを導入し､ 本社担当部門で管理状況を把握できるようにする

2030年度までにサービス提供により生じる有害物質の撲滅
または適正な処理を進め環境負荷0を実現するグループサステナビリティ目標③
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■目標値 洗剤の購入金額

2030年度

全清掃業務で0

2027年度

自社の購入０

2025年度

30%以上削減

洗剤の購入金額
▼

2021年度 実績
1,070万円

2023年度 10%
2024年度 20%

環境負荷0清掃への
契約切り替え

2024年度 20件

■活動報告

環境負荷低減へのアプローチ① 清掃排水のクリーン化

1点目は清掃サービス提供時に生じる清掃排水です。
清掃排水の改善への働きかけは、地域コミュニティの環境負荷を大きく低減できると考えます。

2030年度までにサービス提供により生じる有害物質の撲滅
または適正な処理を進め環境負荷0を実現するグループサステナビリティ目標③
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清掃サービスにおいて、清掃排水量を削減することは
現段階では難しいですが、汚水度をより環境負荷の少な
い洗剤や機材に替えることは可能か検討を重ね、アルカ
リイオン電解水による清掃の効果検証を実施しました。

実際に作業を行う当グループ社員からの作業所感も共
有し、明確な効果のみにとどまらず、作業箇所によって
はアルカリイオン電解水の導入によって汚れが格段に落
ちやすくなり、品質と作業生産の向上につながった清掃
現場もあることが分かり、アルカリイオン電解水による
清掃の普及活動を実施しています。

■ アルカリ電解水pHの変化と洗浄力の大きな差

図）出典:くらしスタイル研究所HP
 https://osoujihonpo.com/lab/cleanup/post-9971/

●アルカリイオン電解水による清掃の導入と普及

環境負荷低減へのアプローチ① 清掃排水のクリーン化

当グループでは、アルカリイオン電解水の生成機器を
自社保有し、アルカリイオン電解水の生産からサービス
の提供まで責任をもって実施しています。

また、アルカリイオン電解水の運搬に関わるCO2の排
出抑制および輸送コスト削減のため、pH値が13程度の強
アルカリ性での生成を行い、各清掃現場で汚れや作業に
適したpH値に希釈して使用しています。

アルカリイオン電解水は、時間が経過するにつれてア
ルカリ性から中性に変わ り水に戻るため、 環境だけでな
く、人にもやさしい洗浄剤です。

2030年度までにサービス提供により生じる有害物質の撲滅
または適正な処理を進め環境負荷0を実現するグループサステナビリティ目標③
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【 2021年度・2023年度・2024年度月別洗剤購入金額推移(累計) 】

2030年度までに洗剤の購入を全清掃業務において0にする目標の達成に向け、アルカリイオン電解水清掃の導入等

の削減策に取り組んだ結果、2024年度の洗剤購入金額の年度別累計実績は約523万円でした。

2021年度の同実績は約1,070万円であったため、およそ550万円分の洗剤購入金額を削減することがで

き、2021年度比では48.0%の購入量となりました。これは、2024年度の目標値である、20%削減を大きく上回る

結果となり、2030年の目標達成に向けて着実に進捗しています。

2024年度はアルカリイオン電解水の利用現場の拡大が進み、2023年度と比べても大幅な洗剤購入金額の削減につ

ながりました。

円

2,000,000円

4,000,000円

6,000,000円

8,000,000円

10,000,000円

12,000,000円

2021年度 2023年度 2024年度

●アルカリイオン電解水への切り替えによる洗剤購入量の削減

環境負荷低減へのアプローチ① 清掃排水のクリーン化

2030年度までにサービス提供により生じる有害物質の撲滅
または適正な処理を進め環境負荷0を実現するグループサステナビリティ目標③
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要環境負荷低減へのアプローチ① 清掃排水のクリーン化

アルカリイオン電解水を用いた清掃を行う現場が増加
しており、さらなる活用を目指すために様々なサービス
での検証を実施しています。そこで、当グループでは定
期清掃で実施するワックス塗布・剥離作業に着目しまし
た。

従来のワックスの剥離作業には、膨大な水や時間がか
かったり、作業中に出た排出物は滑りやすく転倒するリ
スクが存在したり、排出物は産業廃棄物として処理した
りする必要があります。今後も美観を保ちながら、お客
さまにとって付加価値となる清掃を実施していくために
も環境に配慮した清掃に注力してまいります。

その1つとして新たに、アルカリイオン電解水での剥離
が可能なワックス導入の検討を開始いたしました。2024
年9月より開発会社のデモンストレーションに参加し、12
月より都内の研修センターおよび糸魚川二幸の管理施設
にて検証実験を開始いたしました。

●アルカリイオン電解水で剥離可能なワックスの検証

2030年度までにサービス提供により生じる有害物質の撲滅
または適正な処理を進め環境負荷0を実現するグループサステナビリティ目標③
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塗布済の
既存ワックスの
光沢値を測定

剥離剤を使用せず
アルカリイオン
電解水で剥離

剥離後の
光沢値を測定

新ワックスを塗布し
光沢値を測定

以上の手順にて既存ワックスと新ワックスの光沢値を比較した
結果、大きな差異は発生せず、効果を実感することができました。

なお、既存ワックスをアルカリイオン電解水での剥離を行った
場合、剥離剤を使用した際より作業時間は要したものの、独特な
においは発生せずに作業が行えるということがわかりました。

また、新ワックスを再度剥離する作業も実施し、回収した廃液
は凝固剤、活性剤を使用し濾過したものを乾燥させることで、ア
スファルト路盤剤、嘔吐物凝固剤として再活用することができ、
廃棄物の削減にもつながります。

今後は、検証件数を増加させ、有効性の安定化や課題の把握に
つなげることで、各現場に普及させていくための準備を行ってい
きます。その他の環境負荷がかかりにくい資機材の導入に向けて
も引き続き情報収集と検証を実施していきます。

既存ワックス剥離前

新ワックス塗布後

環境負荷低減へのアプローチ① 清掃排水のクリーン化

●検証手順

●検証結果

新ワックスの効果を確認
廃液も資源に変える循環型アプローチ

2030年度までにサービス提供により生じる有害物質の撲滅
または適正な処理を進め環境負荷0を実現するグループサステナビリティ目標③
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業務開発部

グループサステナビリティ目標③-1 担当部門

業務開発部 部⾧
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環境負荷低減へのアプローチ② 建築廃棄物の適切な処理推進

本目標の達成における2点目の着目点は、建設工事で生じる廃棄物です。
当グループで廃棄物が適正に処理されていることをより明確にするために、電子マニフェストへ切り替

え、建設廃棄物を我が国の廃棄物処理法に沿って適正に処理し、地域コミュニティや社会の生活環境の保
全、及び公衆衛生の向上を図ることに努めます。

■活動報告

2025年度

電子マニュフェスト完全導入及び

運搬方法の法令順守

2024年度

電子マニフェストへの切替

■目標値

2030年度までにサービス提供により生じる有害物質の撲滅
または適正な処理を進め環境負荷0を実現するグループサステナビリティ目標③
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マニフェスト制度は、排出事業者が、排出した産廃の
処理状況を把握できるようにすることで、排出事業者責
任を明確化し、不法投棄防止等の産廃処理の適正化を推
進することを目的としています。

当グループではまず、建設工事を元請受注した際のマ
ニフェストの運用状況について、建築技術部が調査を行
いました。

また、二幸産業 首都圏BMサービス第一事業部におい
ては電子マニフェストをすでに導入済であるため、導入
準備及び実際に利用してみての情報提供が社内で可能と
なり、当グループでの目標達成へのサポート体制が強化
されました。

はじめに首都圏（1都3県）の部門から進めることとし、
運用にあたっての問題点の整理から始め、2023年10月1

日より導入を開始しました。同時に、首都圏（1都3県）
以外での運用を行う際の問題点の整理についても開始し、
電子マニフェストへ完全移行の実現に向け、取り組みを
続けています。

画像）出典：公益財団法人 日本産業廃棄物処理振興センター（JWセンター）
https://www.jwnet.or.jp/jwnet/about/system/purpose/index.html

■各マニフェスト使用時の流れの違い●電子マニフェストの導入で適切かつ効率的に

環境負荷低減へのアプローチ② 建築廃棄物の適切な処理推進化

2030年度までにサービス提供により生じる有害物質の撲滅
または適正な処理を進め環境負荷0を実現するグループサステナビリティ目標③
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2024年度は電子マニフェストの利用拡大を進める
とともに、運用上の問題点の整理についても実施い
たしました。最初は、大規模修繕、原状回復工事等
で建築工事部が施工管理で関わる案件について、運
用を開始し、一時保管場所の運用は場所の確保が出
来る営業所で推進してきました。

多量の廃棄物が発生した場合や追加の廃棄物が発
生した場合に処理にかかる工数が削減できるメリッ
トや、一方で電子マニフェストに対応する協力会社
が限られているといった課題も推進する中でわかっ
てきました。2024年度の500万円以上の建設工事件
数131件のうち、103件において電子マニフェストで
の処理を行い、目標としている電子マニフェストの
完全導入に向けて着実に取り組みました。部門別の
累計実績値は右の表のとおりです。

また、電子マニフェストは1社での完結となるもの
ではなく、顧客との調整が重要となる点から、自社
だけでなく、関わる全ての企業がよりスムーズに建
築廃棄物処理に取り組めるよう進めてまいります。

電子マニフェスト累計実績（引渡し日起算）

●電子マニフェストの利用拡大推進と実績

環境負荷低減へのアプローチ② 建築廃棄物の適切な処理推進化

2030年度までにサービス提供により生じる有害物質の撲滅
または適正な処理を進め環境負荷0を実現するグループサステナビリティ目標③
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建築工事部

グループサステナビリティ目標③-2 担当部門

建築工事部 部⾧
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〇 東京第一支社 66
〇 東京第二支社 69
〇 首都圏BMサービス第一事業部 72
〇 首都圏BMサービス第二事業部 74
〇 神奈川支社 79
〇 関東支社 83
〇 北海道支社 87
〇 新潟支社 90
〇 ⾧野支社 93
〇 東海支社 96
〇 九州支社 99
〇 ライフサポート事業部 102
〇 エステート事業部 104
〇 FM事業部 106
〇 糸魚川二幸株式会社 108
〇 株式会社アセント 111

当グループ共通の目標として「グループサステナビリティ目標」を設定しておりますが、事業部門が

それぞれの業務を遂行するなかで派生する問題に対する取り組みや、各部門の特性を活かして、

自分たちだからできることを「部門別サステナビリティ目標」と設定し、全員で課題を解決してゴールを

目指す体制づくりをしております。

部門別サステナビリティ目標

今年度の各部門の活動報告ページも引き続き、SDGsプロジェクト2年目のアドバンスドコースの

メンバーが作成しました。
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東京第一支社

東京第一支社 支社⾧
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活動報告
2024年度SDGs目標の

一つであ る、「LED化す
ることでCO2削減と節電
により環境を守る」こと
を積極的に提案できるよ
う、協力会社ともパート
ナーシップを組み、提案
の際に利用できるチラシ
を作成しました。

提案例：LED化によるCO2削減効果の例を提示

CO2排出量⇒白熱電球：982kg、LED：163kg
(消費電力が白熱電球/54W、LED/9W、使用時間
が40,000時間の場合)

従来蛍光灯に比べ電力消費量が約50％削減可能
従 来 蛍 光 灯 の 5 倍 程 度 （ 40,000～60,000 時 間 ）

の寿命
ランプ交 換の頻 度 が大幅 減 少のため 、 省 メンテ

ナンス、ランニングコスト軽減

2024年度のLED工事売上実績は、前年実績に近い結
果を達成しました。

【定義】
LED照明器具設置によるCO2及び電力消費量の削減を推

進し、収益化につなげる
【2024年4月時点の現状】
既に多くの事業所で実施、引き続きお客様に提案中
【達成手段】
いつまでに：2025年3月までに
何をして：LED照明器具設置(既存器具からの変更等)を

積極提案し工受注する
どのような状態に： 2023年度のLED工事売上実績以上

サステナビリティ目標①：業務を通じて環境を守ろう！

蛍光灯からLED照明で「節電」「CO2削減」

東京第一支社
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サステナビリティ目標②：身近な取り組みを通じて
SDGsを感じよう！

東京第一支社

【定義】
①使用済み切手を集め、寄付をする
②不要なペットボトルキャップ
【2024年4月時点の現状】
①東京オフィス、各事業所にて使用済み切手回収を行い、
毎月回収した切手をカウントし記録
②東京オフィスにキャップ回収ボックスを設置
【達成手段】
いつまでに：2025年3月までに
何をして：
①東京オフィス、各事業所に届く郵便物より切手を回収
年 度 末 の 3 月 に 回 収 し た 使 用 済 み 切 手 を 「 公 益 社 団 法
人日本キリスト教海外医療協力会」へ寄付する
②キャップ回収ボックスがいっぱいになったらリサイク
ル機関「NPO法人エコキャップ推進協会」に提供する
どのような状態に：
①寄付に繋がる5,000枚(約1kg)を目指し、支援団体に寄付す

る

②回収したキャップを全てリサイクル機関等に提供する

活動報告②
ペットボトルキャップは

回収ボックスを設置し、
毎月回収量を確認、回収量
を配信することで取り組み
意識を高めました。

2024年9月にペットボト
ルキャップを2,494個提供
し、累計9,436個になりま
した。

これはCO2削減量70.25kg
に相当し、約200㎡の森林が
1年間に吸収するCO₂量になり
ます。

活動報告①
身近な取り組みを目標に

掲げることで、多くの従業
員が自分自身もSDGsに貢献
していると感じることがで
きました。

2024年度目標5,000枚
を達成しました！

使用済み切手回収箱

キャップ回収ボックス
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東京第二支社

東京第二支社 支社⾧
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サステナビリティ目標：社内で使用する限られた資源の有効活用

東京第二支社

紙資源に関する社会情勢
オフィスから業務で不要になった書類やコピー

用紙がシュレッターやそのままゴミとして捨てら
れていました。

ペーパーレス化が進んだとはいえ、過去の書類
廃棄は年々増加しています。

その反面、トイレットペーパーの原材料である
古紙が不足ぎみになっていると聞いています。

トイレットペーパーに
生まれ変わります

目標設定の理由
オフィ ス から 発生 する不 要OA用紙 は 増えてい

るのにトイレットペーパーの原材料が不足気味と
いう矛盾点に東京第二支社は着目し、2023年1月
から製紙 会社と 協力 し、 不要 になった OA用紙を
回収し私たちの手で工場へ持込むという活動を続
けています。

ご協力いただいている製紙会社の工場へ訪問す
る た び に 、 今 ま で 廃 棄 し て い た 紙 が 再 び 製 品 に
なっていく過程を目の当たりにし、資源の大切さ、
リサイクルの重要性を実感しています。
東京第二支社では、持続可能な社会を目指し、引
き続きこの活動を続けてまいります。

【定義】
ゴール12 つくる責任 つかう責任
【2024年4月時点の現状】
古紙回収をすでに実施中(2023年1月～継続実施)
【達成手段】
いつまでに：今期中
何をして：使わなくなった書類、コピー用紙を古紙として

回収
どのような状態に：再生紙を原料とする製紙会社に古紙を

売却し、利益(換金)を得る

不要になった
OA紙が…
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サステナビリティ目標：社内で使用する限られた
資源の有効活用東京第二支社

活動報告
オフィスから出るコピー用紙は廃棄文書とはいえ機密文書も含まれており、古紙の記載データが漏洩

することがあってはなりません。持込む古紙を段ボール箱に詰め密封梱包し、溶解工場では梱包を開封
することなくコンベアーに乗せられ溶解処理されます。
製紙会社様の工場を見学させてもらい、安全性を確かめています。

◆溶解までの流れ
回収したものを1か所に保管

箱を梱包し工場へ

コンベアに
乗せ溶解炉へ
（撮影著者）

各事業所に回収箱を設置

昨年

本年
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首都圏BMサービス第一事業部

首都圏BMサービス第一事業部
部⾧
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サステナビリティ目標：デジタルサイネージ設置のご提案

首都圏BMサービス第一事業部

活動報告
デ ジ タ ル サ イ ネ ー ジ 設 置 場

所 の 調 査 か ら 始 ま り 設 置 個 所 、
電 源 ・ ネ ッ ト 等 設 置 環 境 の 調
査 を し た う え で 、 物 件 オ ー
ナ ー へ の 提 案 を 実 施 し ま し た 。
2024 年度 は物件 調 査を中 心に、
オ ー ナ ー へ の 説 明 実 施 を 活 動
目標にし、8件設置しました。

【定義】
デジタルサイネージを設置し、お知らせの配布、掲示を

なくし交通費、人件費の削減を目指す。
それに伴うCO２排出量の削減、紙の削減、広告収入の

獲得を目指す。
【2024年4月時点の現状】
一部の施設では設置済み
【達成手段】
いつまでに：2024年度中
何をして：取引先、ビルオーナーへデジタルサイネージを
物件エントランス等に設置の提案を行う目標16件
どのような状態に：管理物件6件にデジタルサイネージの
設置を完了する

年度計3/31時点12/31時点9/30時点6/30時点

16件5件5件3件3件説明目
標 6件1件2件2件1件設置

23件9件5件6件3件説明実
績 8件3件2件2件1件設置

2024年度実績数値
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首都圏BMサービス第二事業部

首都圏BMサービス第二事業部
部⾧
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サステナビリティ目標①：特殊清掃による廃棄物削減

首都圏BMサービス第二事業部

■パイルリセッターによる施工例

目標設定の理由
廃 棄 物 （ ゴ ミ ） と 毎 日 向 き 合 っ て

い る 、 当 部 門 に お い て 、 ゴ ミ に 対 す
る 嫌 悪 感 が あ ま り な い た め 、 ゴ ミ を
ゴ ミ に さ せ た く な い ・ し な い 技 術
（ チ ェ ア ク リ ー ニ ン グ ・ ト イ レ の 酸
洗 浄 ・ パ イ ル リ セ ッ タ ー ・ リ ユ ー ス
カ ー ペ ッ ト 交 換 ） で 廃 棄 物 を 削 減 し
CO2 の 削 減 に 貢 献 し よ う と 活 動 を し
ました。

活動報告
・上期前半は種まきの時期という事で既存顧客中心で特殊清掃を紹介
しました。
・上期後半、営業活動が実を付けた形になりました。9月後半、お見
積もりの提出および現場調査を行える現場がありました。
・下期前 半、その実が大きくなり刈り取る結果となり１２月 末 リ
ユースカーペット張替え施工が実現しました。（約200万円の工事）
施工面積：406㎡
・下期後半、追加で実を刈り取る事ができました。３月後半に再度、
リユースカーペット張替え施工を行いました。（約300万円の工事）
施工面積：649㎡

【定義】
劣化によるオフィスチェアーやカーペット・トイレの衛生
陶器を交換するのではなく、清掃する事で延命し廃棄物を
減らすこと、またCO2削減。
【2024年4月時点の現状】
チェアクリーニングやトイレ衛生陶器コーティング等の業
務を提案し続けた結果、興味を持つ顧客も増えてきた。
減数は少ないが、受注金額は確実に増えている。
【達成手段】
いつまでに：2025年3月末まで
何をして：営業活動で既存顧客や新規顧客に提案する。
どのような状態に：5件/年または300万円/年の業務受託

関連する目標

■チェアークリーニングの施工例
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サステナビリティ目標①：特殊清掃による廃棄物削減首都圏BMサービス第二事業部

■リユースカーペット張替え施工例

廃棄物削減量・CO₂排出抑制量
1回目の施工
【廃棄物削減量】

約5㎏／㎡×406㎡＝2030㎏（約2ｔ）
【新品製造時のCO2排出抑制量】

406㎡×LCA9㎏＝3654㎏

2回目の施工
【廃棄物削減量】

約5㎏／㎡×649㎡＝3245㎏（約3.2ｔ）
【新品製造時のCO2排出抑制量】

649㎡×LCA9㎏＝5841㎏

今回施工した、リユースカーペット張替え施工に使用した
タイルカ ーペットは、2021 年に開催 さ れた東京2020 オリ ン
ピ ッ ク の 選 手 村 で 使 用 し て い た も の を 、 特 殊 機 器 パ イ ル リ
セッターを使用し、特殊洗浄・乾燥をして新品に限りなく近
い状態にしたものを使用しています。

また、その他の廃棄物削減の提案として以下を行いました。
・オフィスチェアーを中古販売可能な美しさにする特殊清掃
チェアークリーニングの紹介
・ 衛 生 陶 器 を 新 品 に 近 づ け る 特 殊 清 掃 ・ ト イ レ の 酸 洗 浄 ＆
コーティングの紹介

写真/図/データ

上：施工前・下：施工中 施工完了
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サステナビリティ目標②：清掃仕様見直しに伴う環境負荷低減

首都圏BMサービス第二事業部

活動報告①
首都圏BMサービス第二事業部では使用している洗剤は各現場によって責任者が選択し使用している現状で、

どのようなものを使用しているのかは現場責任者や現場社員しか知らない状態になっています。

上期には、環境負荷が少ないアルカリ電解水について改めて調べ・学ぶ機会を作る事ができました。
さらに、環境負荷の少ない洗剤の最新情報がいち早く手に入るであろう部門⾧・課⾧から各現場責任者等へ有

効活用できるシーン別の洗剤リスト作りの、きっかけとして各現場責任者へのアンケートを考案し実施しました。

【定義】
会社経営計画であるサービス提供による環境負荷ゼロに
清掃業務が売り上げの8割である当部門が積極的に取り
組む
【2024年4月時点の現状】
清掃用具は効率・費用面から良いものにかわりつつある
が、環境負荷が大きい洗剤は現場により様々である
【達成手段】
いつまでに：2025年3月末まで
何をして：日常清掃のメインである中性洗剤をアルカリ
電解水に100％切り替える・シーン別リストの作成の為
のアンケート実施
どのような状態に：メイン洗剤はアルカリ電解水・リス
ト作成により限られた洗剤の使用になっている

関連する目標
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サステナビリティ目標②：清掃仕様見直しに伴う
環境負荷低減首都圏BMサービス第二事業部

実際のForｍsによるアンケート内容

活動を振り返って
アンケートを通して、「環境負荷低減」と言葉で

言うのは簡単だが、改めて様々な壁があり簡単では
ないという事が分かりました。

しかし、部門として少しでも、環境負荷低減の為
に、今できる事をやっていかなければならないとい
う事も、このプロジェクトを通して学びました。

活動報告②
下期には、そのアンケート結果を部門⾧・課⾧・現場責

任者と共有するため、結果を集計し、まとめました。
さらにまとめたデータを利用し配布するための資料を作成
し、部門⾧・課⾧・現場責任者に見てもらう事ができまし
た。

主なアンケート内容としては、現在使用している洗剤を
アルカリ電解水に変更できるのか？というものや、今使用
している洗剤は何かなど数問を設定しました。

今後も、アンケート内容をブラッシュアップし実施を継
続してシーン別洗剤リスト作成を目指したいです。

各現場で使用している洗剤の種類についてのアンケート
SDGｓプロジェクトの一環で、首都圏BMサービス第二事業部のサステナビリティ
目標に「既存の洗剤をアルカリ電解水に！」という部内目標があります。今現在
、各現場ではどのような洗剤を使用しているのかを知るための簡単なアンケートで
す。
こんにちは、このフォームを送信すると、所有者に名前とメールアドレスが表示され
ます。
必須
1. （担当現場名）
2.あなたの現場では何種類の洗剤をしようしていますか？数字を記入してください
。
3.現場で使用している洗剤を全て教えてください。洗濯用の洗剤もお願いします
。（例：トイレ・▼▼社 除菌・消臭トイレクリーナー）
4.今後、上記の洗剤の種類を減らすことは可能だと思いますか？
はい
いいえ
5.「はい」と答えた方、どのよう？どんな方法で種類を減らせると考えていますか？
一例（日常清掃で使用する中性洗剤（メインの洗剤）をアルカリイオン電解
水に変更する）

アンケート結果のまとめ
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神奈川支社

神奈川支社 支社⾧
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サステナビリティ目標①：どんぐり銀行への参加

神奈川支社

【定義】
地球の温暖化、異常気象の中で私たちにできる取り組みとしてどんぐりを100個拾って、1本の苗木を自分た

ちの代わりに植林してくれるプロジェクトへ参加する。
【2024年4月時点の現状】
今年度新規の目標のため、昨年度までの活動実績なし
【達成手段】
いつまでに：1年間で10本の苗木を植林する。
何をして：神奈川支社のスタッフ全員でこの秋に近くの公園、旅行、登山などの際にどんぐりを拾う。
どのような状態に：誰もが知っているスタジオジブリ※の企画を通して、スタッフが気軽に参加でき今後の自然
環境に少しでも貢献できるようにする。

※スタジオジブリは株式会社スタジオジブリの商標登録です

活動報告
どんぐりの総数3,436個、苗木5本と記念品5個に交換出

来ました。
2025 年2月 をもって『どんぐり銀行』のサ ービスは終

了となり ました。残念ではありますが最後にこの企画に
参加できてよかったです！
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サステナビリティ目標②：魅力ある職場をつくろう!
(SDGsゴール：3・8)

神奈川支社

【定義】
社員が心身ともに健康であり、一緒に働くことを「知り合いに

勧められるような職場」をつくる。
【2024年4月時点の現状】
2022年度よりスタートし、スタッフの健康維持のため継続実施
【達成手段】
いつまでに：昨年より継続して実施。
何をして ：神奈川支 社は健康づくりの 方法として「ウォーキン
グ」に特化し、よこはまウォーキングポイント事業事務局が運営
する「よこはまウォーキングポイント」への参加者を増やす。ア
プリ導入、使用方法のフォローを行う。
どのような状態に：生活の中にウォーキングを取り入れてもらい
楽しみながら健康増進・足腰を鍛える等、健康づくりしてもらう。
「よこはまウォーキングポイント」の事業所順位の報告により、
神奈川支社としての一体感を形成する。

活動報告
参加人数はまだまだ少ないですが、2024年10月には223社中

7位という成績でした！これからも継続していきます！
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サステナビリティ目標③：仕事・生活を通して
環境をまもろう！(SDGsゴール：12・14・15)

神奈川支社

活動報告
参加 昨年 よ りも 回 収した ペット ボト ル キ ャッ

プの個 数 が少 なく な って し まった ので 、 引き続
き支社内で周知し続けていきたいです。

【定義】
全ての支社従業員が身近にできるSDGsを実行し、自らも関わっていることを実感しながら環境を守りたい。
【2024年4月時点の現状】

社内報による毎月のSDGsゴールの説明、自分でもできるSDGs活動などは少しずつ浸透してきており、
使用済み切手やペットボトルキャップの回収に協力する従業員は増えてきている。
【達成手段】
いつまでに：昨年より継続して実施。
何をして：社内報の発行し、SDGsにかかわるアクションプランを提示。
どのような状態に：支社の従業員全員が「SDGs」を意識し、取り組みに参加する。

周知したアクションプラン

・マイバッグ・マイボトルの利用推進

・使用済み切手回収の回収

・ペットボトルキャップの回収
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関東支社

関東支社 支社⾧
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サステナビリティ目標①：女性がいきいきと働きやすく、
希望がある環境づくりができる企業(部門)を目指す

関東支社

■テーブルリフター付き運搬車活動報告①
前 年度 よ り 継続 し て、 女性 管理職

の対 象と なる 候補 者 の選 定と 昇格を
検討・施策を進めています。

た だし 、 管 理者 に なる こと や環境
の変 化を 希望 しな い 方も いら っしゃ
るた め、 社員 一人 一 人の 希望 にも寄
り添 える よう 必要 に 応じ て計 画の変
更も検討しております。

■清掃ロボットの導入

活動報告②
重量物 を 容易に 取 扱える テー ブ

ルリフタ ー付きの 運 搬車 両の導 入
や、清掃 現場に清 掃 ロボ ットを 導
入し、作 業の工数 削 減に より女 性
が働きや すい作業 環 境作 りを実 施
しました。

【定義】
ジェンダー平等を実現しよう
【2024年4月時点の現状】
女性管理職の人数: 2024年3月現在2名
【達成手段】
いつまでに：2026年3月
何をして：
在勤の女性正規雇用者を教育・スキルアップし、管理職にする

どのような状態に：女性管理職の人数

【各年度目標】

2024年3月:3名

2025年3月:3名

2026年3月:4名
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サステナビリティ目標②：障害の有無にかかわらず、
働きやすい環境をつくる

関東支社

活動報告
支社として受け入れが可能な現場に限りがあることから、

今期はコミュニケーション回数を増やす等の施策により、雇
用者の維持の推進に努めました。

社員間のコミュニケーションを大切に、無理なく働きやす
い環境を維持しています。

【定義】
働きがいも経済成⾧も
【2024年4月時点の現状】
障害者雇用としての雇用人数
2024年3月現在:5名
【達成手段】
いつまでに：2026年3月
何をして：県内の特別支援学校と連携し雇用を進める
どのような状態に：障害者雇用の人数

【各年度目標】

2024年3月:5名

2025年3月:6名

2026年3月:7名
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サステナビリティ目標③：外来種の害虫や害獣が発生しない、
衛生的な地域となるよう取り組む

関東支社

■捕獲ケージの設置【定義】
陸の豊かさを守ろう
【2024年4月時点の現状】
外来種の害虫・害獣防除の作業実績
2024年3月現在:6件/年
【達成手段】
いつまでに：2026年3月
何をして：管轄エリアで外来種の害虫や害獣の被害が多発
しているので、取引先に提案し業務の拡大を目指す。
どのような状態に：外来種の害虫・害獣防除の作業実績

【各年度目標】

2024年3月:6件/年

2025年3月:8件/年

2026年3月:12件/年

活動報告

本作業を周知するため、リーフレットを作成・配布し、
顧客への害獣防除の作業提案を継続的に実施しました。
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北海道支社

北海道支社 支社⾧
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サステナビリティ目標①：使用済み切手・ペットボトルキャップを
集め関係機関を支援する

北海道支社

活動報告
北海道支社では2016年よりCSR活動の一環とし

てペット ボトルのキ ャッ プ・使用済み切 手を収集
し回収団 体へ提供する活 動に取り組んでおります。

2024年度もパート社員を含めた全社員で取組み、
回収団体へ提供いたしました。

・使用済み切手4,090枚
・ペットボトルキャップ18,060個

焼却処分時に発生する132.3kg相当のCO2を削減

【定義】
関係機関へ寄付する事により医療支援や障害者支援の社会
貢献活動に寄与
【2024年4月時点の現状】
使用済み切手・ペットボトルキャップの回収実施中
【達成手段】
いつまでに：2025年3月までに
何をして：パート社員も含む北海道支社全員で収集
どのような状態に：使用済み切手2,660枚・ペットボトル
キャップ5,320個収集する
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サステナビリティ目標②：社有車をハイブリッド車に入替えし
CO2排出の削減を目指す

北海道支社

【定義】
社有車をハイブリッド化しCO2排出量の低減に貢献
【2024年4月時点の現状】
社有車32台中ハイブリッド車は6台（比率約18％）
【達成手段】
いつまでに：2028年3月までに
何をして：車両更新時にハイブリッド車の選定を強化
どのような状態に：ハイブリッド車の比率40％以上達成

活動報告
2024年度は4台のハイブリット化を実施し、

32台中 10 台 がハイ ブリッド車 とな り比 率が
約31％まで上昇いたしました。

移動距離が⾧距離になりがちな北海道にお
いてはCO2排出量の低減ならびに給油量が減
少し経費削減にも寄与しております。
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新潟支社

新潟支社 支社⾧
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サステナビリティ目標：アルカリイオン電解水の使用で
環境負荷の低減

新潟支社

目標設定の理由
昨年度開催したカードゲーム“2030SDGsゲーム”によって、

正社員・パート社員にSDGsへ関心を持ってもらい、新潟支
社での活動を知ってもらいました。

今年度は知ってもらうだけでなく、実際に活動へ参加して
もらうべく、アルカリイオン電解水の活用範囲をさらに拡大
していきました。

まだカードゲームへ参加できていない正社員・パート社員
へは、アルカリイオン電解水導入の際に新潟支社での活動の
説明を行い、誰も取り残さないSDGs活動を目指しました。

【定義】
アルカリイオン電解水の使用により、従来の洗剤量を減らすことで環境汚染を防ぐ。
【2024年4月時点の現状】
2022-2023年度の検証により、アルカリイオン電解水の効果が立証されたが、使用現場の拡大が必要。
【達成手段】
いつまでに：2024年度中
何をして：1．アルカリイオン電解水の活用範囲拡大

2．アルカリイオン電解水の販売準備
どのような状態に：1．アルカイイオン電解水の仕様現場を、全体の10％程度→20％へ拡大

2．アルカリイオン電解水を既存顧客へ販売

0

20

40

60

80

100

2023年度 2024年度 2025年度 2030年度

アルカリイオン電解水導入状況
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サステナビリティ目標：アルカリイオン電解水の
使用で環境負荷の低減新潟支社

アルカリイオン電解水とは
アルカリイオン電解水は除菌消毒効果を持ちながら、

空気や汚れと反応して水に戻る非常に安全な洗浄剤な
ため、小学校など子供の多い現場にも安心して使用で
きます。

アルカリ性のため手垢汚れにはめっぽう強く、日常
清掃のあらゆる拭き作業の効率アップにもなります。

活動報告
2024 年はアルカリイ オン電解水の 導入状況20％

の目標を大きく上回る30％を達成できました。
2025 年度は40％ を目標としてい ますが、この数

字に留まらず更なる利用拡大を目指していきたいで
す。

2024年度中のアルカリイオン電解水の販売を目標
としておりましたが販売には至りませんでした。二
幸産業だけで使用するのではなく、お客様にもご利
用いただき、パートナーシップでSDGsの達成に向
けて取り組めるよう準備を進めております。手

垢
汚
れ
も
ひ
と
拭
き

今 後 の 部 門 別 サ ス テ ナ ビ リ
ティ目標について
2024 年 度 ま で は ア ル カ リ

イ オ ン 電 解 水 を 主軸 と し た 、
清 掃 分 野 に 絞 っ た ア プ ロ ー
チをしてきましたが、2025
年 度 か ら は 初 心 に か え り 、
新 潟 支 社 で 働 く 誰 で も 気 軽
に 参 加 で き る テ ー マ も 検 討
しています。

■販売用パッケージ
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⾧野支社

⾧野支社 支社⾧
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サステナビリティ目標：健やかに住み続けられる、
まちづくりを目指す

⾧野支社

【定義】
臨時工事・定期保守において環境負荷軽減できる手法・方法
を駆使しコストパフォーマンスも考慮した業務のお客様への
提案・受注を行う
【2024年4月時点の現状】
受注最優先で上記のような提案については行えていない。
お客様から言われたら動く受動型
【達成手段】
いつまでに：2030年
何をして：省エネ・環境負荷軽減に繋がる提案をし、受注に
繋げる。
営業所⾧・センター ⾧にSDGｓの意識を持ってもらい、提
案・受注ができているかの確認を行う。
営業所・センターごとに目標値設定（⾧野営業所・松本営業
所・サービスセンター）
どのような状態に：省エネ・環境負荷軽減につながる工事に
おいて今期2,000万円の提案及び1,000万円の受注目標

活動報告①
環境負荷軽減できる工事のご提案を継続し､今期

も提案目標金額を達成しました。
また、今期より提案した案件に対する受注目標

金額の設定を行い､受注目標も達成いたしました。

⾧野営業所：最終提案金額 ￥20,700,000-
：最終受注金額 ￥19,379,000-

松本営業所：最終提案金額 ￥21,101,000-
：最終受注金額 ￥20,228,000-

ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ：最終提案金額 ￥41,219,000-
：最終受注金額 ￥39,119,000-

【主な提案内容】
〇非常用照明LED化工事 〇高圧受変電
〇冷凍設備内蔵ケース更新 〇空調機更新
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サステナビリティ目標：健やかに住み続けられる、
まちづくりを目指す⾧野支社

活動報告②
活動当初より行っております、公益社団法人⾧野県防犯協会連合会「こどもを守る安心の家」の登録は

継続しております。

こどもを守る安心の家(玄関・社用車)
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東海支社

東海支社 支社⾧
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サステナビリティ目標：顧客に対して、CO2削減に向けた
有効な手段や取組みの提案を自発的に行う（目標：ゴール7）

東海支社

【定義】
管 理 物 件 の 省 エ ネ / 新 エ ネ の 拡 大 に 向 け て 、 関 連 の 提
案・導入推進・運用見直し等を行なう
【2024年4月時点の現状】
従来より 設備機器等が故 障した際の更新のタイミング
で省エネ 型機器の提案を 行ったり、顧客から要請を受
けて提案 見積りを行った りはしていたが、自発的に計
画的に行うことは少なかった。
【達成手段】
いつまでに：計画した提案は今期中に行う。
何をして ：目標に掲 げた内容に沿った提案を各グルー
プごとに年間４件以上行う。（５グループ×４件）
どのよう な状態に：四半期ご とに提案した取り組みを
各グループ１件以上受注するまで。

活動報告
浜松営業所では、吸引式高温高圧洗浄・汚水を同時回収する洗浄機器によるカーペット洗浄を実施しました。
パチンコ店のカーペット洗浄の見積り提案によるカーペットの延命作業の推進を行いました。店舗オーナーは

頻繁にカーペットの張り替えを行っていたので、SDGsに関連して寿命を延ばして廃棄物削減する提案を実施し
ました。

提案の結果、お客様の理解を得られることができ、受注につながり、利益率40%を達成することもできました。
お客様からも喜ばれ、営業所の上期の利益にも貢献することができました。

■見積書の例
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サステナビリティ目標：顧客に対して、CO2削減に向けた有効な
手段や取組みの提案を自発的に行う（目標：ゴール7）東海支社

活動報告
見積書の提出により、照明器具のLED化を100基以上実施しました。

左の写真は施工前、右の写真は照明器具施工後の様子です。

照明器具LED化により省エネ効果及び電気料金の削減により、お客様から喜びの声をいただきました。

今後も事務所ビルや商業施設などで引き続き照明器具のLED化の提案を行っていきます。
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九州支社

九州支社 支社⾧
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サステナビリティ目標：労災事故発生リスクを軽減させ
働きやすい現場作りと臨時工事の獲得

九州支社

【定義】
８ 働きがいも 経済成⾧も

現場の就 業状況・管理状況確認（危険な作 業や作業
する上で 危険な箇所が無 いか、工数が適正化、仕様過
剰不足が 無いか、適正な 資機材を使用しているか、賃
金や外注費は適正か等々） し、提案書としてまとめる。
【2024年4月時点の現状】
主な工事 案件は、お客様 からご依頼のあった修繕のみ
工事見積書を提出。
【2024年5月時点の現状】
人件費・資材費高騰にて収支悪化傾向
【達成手段】
いつまでに：2025年3月
何をして：各現場で危険箇所抽出する。
『危険箇 所抽出シート』 としてまとめ、お客様に『危
険箇所抽 出シート』及び 『改善に伴う見積書』を提出
する。
『危険箇所抽出シート』は現場従業員にも共有する。
どのよう な状態に：労災事故 リスクを低減させるとと
もに工事受託件数６件を目指す。

■活動目標
管理受託物件で働く当グループ従業員が、

より安心・安全に働ける現場環境目指す。

■得意分野を活かした活動
九州支社は、福岡県福岡市（設備工事が

得意）と⾧崎県佐世保市(清掃が得意)に営
業所があり、それぞれが得意とする分野を
持っています。

清掃チームでスタッフが普段仕事してい
て危険を感じた箇所等の意見を集め資料を
作成し、設備工事チームが現場調査や見積
書を作成して進めてまいりました。
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サステナビリティ目標：労災事故発生リスクを軽減させ働きやすい
現場作りと臨時工事の獲得九州支社

■活動報告
2024年4月から、現場の危険箇所抽出開始しました。

実際に管理物件に行き一つ一つ従業員へのヒアリング、また利用者の目線に立って現場を確認を行いました。
1人に任せず複数名で確認しそれぞれの意見をもとに調査してきました。

そこで気になった個所の危険箇所抽出シートを作成し、改善に伴う見積書を作成して顧客に提出しました。

2024年度集計
御見積提出 10件 臨時工事受注件数 ６件

外周土間タイル改修工事
土間タイルが破損して

段差ができており、通行
する歩行者、従業員が転
倒する可能性がありまし
た。

お客様に車両・人員の
交通状況をお話しし、景
観を出来るだけ変えずに
最適な補修は何かを検討
し、本案件の修繕を受注
いたしました。

before after

受注工事名称
・外周土間タイル改修工事(1件)※詳細下記
・従業員駐車場除草及び剪定伐採工事(1件)
・駐車場フェンス交換工事(2件)
・駐車場ブロック修繕工事(2件)

非受注工事名称
・点字タイル修繕工事(2件)
・階段タイル貼替修繕工事(2件)
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ライフサポート事業部

ライフサポート事業部
部⾧
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サステナビリティ目標：従業員の健康増進
（適度な運動を毎日5分、各自行う）

ライフサポート事業部

活動報告
事業所によって達成・未達成の差があり、

目標値の75%の達成にはなかなか至らず推移
しましたが、継続的な呼びかけや取り組みを
経 て 、 途 中 か ら は 、 自 身 の 健 康 維 持 意 識 を
もって実施している職員も増加しました。プ
ロ ジ ェ ク ト メ ン バ ー お す す め の 簡 単 な ス ト
レ ッ チ の 紹 介 も 行 っ た こ と で 、 最 終 的 に は
75%の目標値を達成することができました。

業務の都合上、変則的勤務事業所の所属社
員の中には業務に追われ実施できていない社
員もいたため、事業部の目標の意義を周知し
ていくことと同時に、引きつづきの効果的な
運動の提案や、心身の健康維持、改善方法、
実施方法の改善を検討していきます。

【定義】
適度な運動を毎日約5分、各自行うことで心身ともに健康に。
【2024年4月時点の現状】

「腰痛や転倒事故による怪我」や体調不良が原因で休職を
する場合があるので運動不足の解消と心身共に健康維持し業
務に取り組みたい。

職員の心身の状態を良好に維持することにより利用者様に
安全で適切なサービスの提供が行うことができ、事業所の継
続・発展によりゴールを目指すことが出来る。
【達成手段】
いつまでに：2025年3月末までに
何をして：・出勤日に適度な運動を一日のうちどこかで行う。

・毎日出勤したら行う。業務の中に組み込み、
決め事として義務化する。

・健康チェック表に各自チェックする。毎月、
出勤日数に対して実施者がどれくらいいたかを
集計。

どのような状態に：75％を継続的に。

1～3月10～12月7～9月4～6月

75%69%67%71%

■全事業所合計の5分以上の適度な運動達成率推移
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エステート事業部

エステート事業部 部⾧
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サステナビリティ目標：冷暖房機のフィルター清掃による
節電効果および不良発生時の緊急対応の削減

エステート事業部

【定義】
7．エネルギーをみんなに そしてクリーンに
8．働きがいも経済成⾧も
13．気候変動に具体的な対策を⇒フィルター清掃をして
冷暖房効率UP！きれいな環境を働くことができる！
【2024年4月時点の現状】
定期清掃での実施をしていたが内部の清掃までは未実施
【達成手段】
いつまでに： 2025年3月までに
何をして：
・テナント物件を中心として、各物件のオーナーへ提案
・エアコン及びストーブなどのフィルター清掃を実施
どのような状態に：最低でも5件は実施できるように計画

活動報告①
■フィルター清掃

2024年10月実施の状況です。運転時の異臭が
気になる という状況 でし た。専門業者様 にて清
掃を実施しました。

実施後は 異臭もな くなり 稼働音も小さく なっ
たようで依頼された方もよろこんでいました。

2025年1月には目標件数の5件を達成しました。

活動報告②
■LINE公式アカウントの導入

この目標と合わせて実施していた「LINE公式
アカウン ト」による入居 者の管理を始めま した。
簡単な登 録で入居者 との 連絡をとれるよ うにな
りました 。写真のやりと りもできるように なり、
現地へ訪 問する時間 など を短縮でき車両 移動を
少なくす ることで環 境に も配慮した行動 をする
ことができるようになりました。

※「LINE」はLINEヤフー株式会社の商標または登録商標です。
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FM事業部

FM事業部 部⾧
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サステナビリティ目標：フロンガス漏洩施設特定事業所０を
目指していく(年間1000トン－CO2)取引先へのご提案

FM事業部

【定義】
私達が取り組むビジネスを継続する活動へ
【2024年4月時点の現状】
2023年度は2施設あり、予備軍もあった。
【2024年5月時点の現状】
人件費・資材費高騰にて収支悪化傾向
【達成手段】
いつまでに：2025年3月末
何をして：早期発見早期対応仕組み作りを提案
どのような状態に：早期発見したものに対し、改修提案を
0にする。

活動報告
・老朽化設備特定の強化、漏洩量
の多い施設への提案、早期発見の
仕組みの取組を実施しました。
・連携強化のため、連絡網の見直
しを行いました。
・早期発見のためのIOT等の監視
装置導入の提案に向けた準備をし
ました。
・フロン排出削減対策セミナーに
も参加しIOTの理解を深めました。

未来に向けて
65期(2025年度)の目標は引続き64期目標と同

じに設定し、今期未提案となってしまったIOT等
の監視装置導入に向け提案準備を進めていきます。

IOT技術を活用することで、測定に必要なデー
タをサーバーへ送信することにより、遠隔地にい
ながらパソコンやスマートフォンを使って設備の
冷媒の状況を把握できるようになります。

2015年4月 に施行されたフ ロン排出抑制法 に
より、業務用冷凍空調設備などを使用する事業者
はフロン類の漏えい量が一定を超えた場合、国へ
の報告が義務化されたため、法令遵守に向けた取
引先への業務支援を継続的に実施していきます。

ガス漏れ箇所

補強作業

冷媒補充

作業完了
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糸魚川二幸株式会社

糸魚川二幸株式会社 部⾧
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サステナビリティ目標①：洗剤･薬剤の使用をゼロにする

糸魚川二幸株式会社

販売実績
アルカリイオン電解水20L 21ｹｰｽ
アルカリイオン電解水10L 3ｹｰｽ
スプレーボトル 450mL 10本
総売上

135,400円/2024年度

↑テナントでのワックス塗布の様子

活動報告
カ ー ペ ッ ト･ソ フ ァ ー の 染 み

抜きやエアコン清掃で、それぞ
れ既存の洗浄剤からアルカリイ
オン電解水に切り替えました。
エ ア コ ン 清 掃 に 使 用 す る 年 間
20L 程の洗浄 剤が購 入不要に な
りました。また、アルカリイオ
ン電解水は水で出来ているので
洗浄剤のすすぎや水拭きが不要
になり、清掃時の水道水の使用
も減りました。

【定義】
CO2排出や水質汚染の削減を目指して環境に優しい
洗剤･薬剤を積極的に使用し普及に努めたい
【2024年4月時点の現状】
アルカリイオン電解水を自社生成･販売を開始
【達成手段】
いつまでに：2024年度中に
何をして：アルカリイオン電解水の積極的な使用と販売
どのような状態に：アルカリイオン電解水へ置換え50％
販売開始2月から累計で顧客数10件、販売数100ケース

新サービスに向けた実証実験
環境負荷低減ワックス剤の普及へ向けて動き出

しました。現在検証中なのはアルカリイオン電解
水で除去可能なワックス剤です。ワックス剤を剥
がす際の剥離剤が不要なため、CO2の削減は勿論、
作業効率も向上します。既存のワックスから切替
の提案へ向けて只今実証実験中です。

←エアコン清掃の様子
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110徳永さんを囲んで、はい！チーズ

サステナビリティ目標②：イベントを通じ地域活性化を図る

糸魚川二幸株式会社

出場の方々の歌唱
とても真剣に聴いておられました

徳永ゆうきさん有難うございました！

「2030SDGsゲーム」活動報告
「2030SDGsゲーム」を開催しました。
SDGsの理解を深めるためのカードゲームです。

沢山の方に知ってもらえるよう今後も開催して
いきます。

【定義】
出生率の減少、高齢者比率の増加、人口減少も止まらない。
イベント開催で市民同士の横の繋がりを広げ地域活性化に繋げ
たい
【2024年4月時点の現状】
イベント「カラオケバトル in ITOIGAWA」を開催
（過去3回開催）
【達成手段】
いつまでに：2024年度中に
何をして：第4回カラオケバトル in ITOIGAWAの開催
どのような状態に：第5回大会へ繋げるべく認知度UP利益向上

第4回「カラオケバトル in ITOIGAWA」活動報告
「第4回カラオケバトル in ITOIGAWA」開催、無事に終えました。演歌･歌謡曲部門とポップス部門に分かれ、
1日目の予選を勝ち抜いた各10組が2日目の決勝戦に挑みました。また今回は演歌歌手の徳永ゆうきさんをゲストに
迎えコンサートを行い、優勝者はそのコンサートでの歌唱が出来る特典付きでした。収益は望めませんでしたが、
4回目ともなると常連の参加者がいたり、参加者同士の交流も生まれたりと、地域活性には繋がったようです。

ゲームの様子→

上越タイムスに掲載頂きました♪
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株式会社アセント

株式会社アセント 部⾧
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サステナビリティ目標①：館内の照明器具をLEDに交換

株式会社アセント 北日本営業所

【定義】
LED照明へ交換することでCO2・イニシャルコスト・

ランニングコスト削減を目指す。
【2024年4月時点の現状】
蛍光灯とLEDが混在して使用されている。
【達成手段】
いつまでに：2027年３月末まで
何をして：各ホテル未交換箇所を洗い出し、利用できる補
助金などを確信し業者選定を行いながら見積もりをとる。
どのような状態に：館内全ての照明器具をLEDに交換する。

■LEDレンタル 各社比較表③

活動報告
ハ ミ ル ト ン 札 幌 ： 1 社 に
て現調および見積もり済。

補助金について、札幌
市では『再エネ省エネ機
器導入補助金制度』を実
施しているがLED交換は
対象外の為、補助金対象
を探している状態です。

活動報告
フロンティアいわき：3社にて現調および見積もり
済。

補助金について、いわき市では環境負荷軽減機器
導入促進補助制度が令和4年まであったが、現在は、補
助範囲が広がり制度名が変更になりました。新しい制度
名は『ゼロカーボンライフスタイル促進補助制度』で
2025年4月現在準備中となっています。LEDへの交換が
補助対象となる場合は、制度を活用してコストを抑えて
いきます。

全体として、2027年末をもって蛍光灯の生産と
輸出入 が 禁 止さ れる ため 、 目標 設定 し た 2027 年3
月末まで にLED 化を 図り 、お客様にも、 環境にも
優しいサ ービスの提 供が できるようにし ていきま
す。

■LEDレンタル 各社比較表①

■LEDレンタル 各社比較表②
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サステナビリティ目標②：メダカプロジェクト

株式会社アセント 北日本営業所

【定義】
全従業員でメダカ（日本メダカ）を育て、心にゆとりを。

いわきの自然保全に繋げる。
【2024年4月時点の現状】
今年度新規の目標のため、昨年度までの活動実績なし。
【達成手段】
いつまでに：2025年３月末まで
何をして：メダカの育成、繁殖を確立させ、育ったメダカ
を希望するお客様にプレゼントする。
どのような状態に：メダカ保全活動および飼育、従業員の
心にゆとりと穏やかさを育む。

活動報告
SDGｓ活動の中で、日本メ

ダ カ が 絶 滅 危 惧 II 類 に 指 定 さ
れている ことを知り、目 標に
設定しま した。その中で 日本
メダカの 育成が難しいこ とを
知り、初 心者向けの品種 改良
されたメ ダカの育成から 始め
ました。

メダカ育 成の難しさと癒 し
を知ることができました。

活動報告
メダカ育成の中で、お客

様からのお声掛けがあった
り、関係業者からメダカを
頂いたりと会話の幅が広が
り、接客や仕事外での繋が
りが持てました。

本来なら日本メダカ保全
も行いたかったのですが、
お客様や関係業者との
想定外の繋がりが持てたり、
従業員の心にゆとりができたりしました。

また1組のお客様にメダカをプレゼントすること
ができました。
タイムパ フォーマン スや コストパフォー マンスな
ど効率化 が進む現代 社会 の時代に、マニ ュアル外
の接客で 人の温もり やつ ながりを感じる ホテルを
目指していきたいです。
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サステナビリティ目標①：地元の食材活用・地元学生との
コラボで地域活性化を課題とし

「第2回おにぎりフェスティバル」を開催する

株式会社アセント 浜松営業所

開催日時と会場紹介
2024年9月29日(日)。
会 場 は、 地元 商 店 街「 サ ザ

ンク ロ ス 商 店街 」 。 昭和 初期
より 地 元 の 方に 愛 さ れて いる
歴史 あ る 商 店街 で す 。地 域活
動の 場 と し て、 そ し て憩 いの
場になっています。

活動報告
高校生が主役の「おにぎりフェス」！第2回では

パワーア ップし、高 校生 が司会進行！パ フォーマ
ンスでは 、クイズや 合唱 ・三味線など披 露。そし
て、浜松 調理菓子専 門学 校の姉妹イベン トとして
開催され 、地元の方 など たくさんの方に ご来場い
ただき、 高校生パワーが 詰まったイベントでした。

【定義】
4：質の高い教育をみんなに 8：働きがいも経済成⾧も

12：つくる責任使う責任 14：海の豊かさを守ろう
15：緑の豊かさも守ろう
17：パートナーシップで目標を達成しよう
【2024年4月時点の現状】
SNSなどを活用し、おにぎりが完成するまで地元高校生
の勇姿を配信。
【達成手段】
いつまでに：2024年9月に開催
何をして：地元の商 店街でキッチン カーと高校生がコラ
ボしオリジナルレシピおにぎりを販売
どのような状態に：「地産地消」への繋がり を深め地域
活性化を目指す
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サステナビリティ目標①：地元の食材活用・地元学生との
コラボで地域活性化を課題とし

「第2回おにぎりフェスティバル」を開催する
株式会社アセント 浜松営業所

参加校とおにぎり紹介①

学校紹介
佐鳴湖西側の位置する創立19年目の

総合学科を設置している高校です。6
つの系列に分かれて学習をしています。
このフェスには国際情報ビジネス系列
の2年生が探求活動の一環として参加
しています。初めての企業コラボです。

茶シャにぎり
・お茶

静岡県立浜松大平台高等学校 静岡県立浜松南高等学校

学校紹介
普通科と理数科があり、多くの

人が大学進学を目指しています。勉強
だけではなく、部活動や学校行事にも
打ち込み、充実した生活を送っていま
す。家庭部は、23人の部員で調理や工
作を行い、基礎技術を高めています。
文化祭では自分たちで作った品質を販
売し、毎年好評です。

はまなむにぎり
・浜納豆
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サステナビリティ目標①：地元の食材活用・地元学生との
コラボで地域活性化を課題とし

「第2回おにぎりフェスティバル」を開催する
株式会社アセント 浜松営業所

参加校とおにぎり紹介②

学校紹介
普通科、農業科、工業科、商業科の4

つの学科に9つの類型を設け、幅広い進
路を目指すことができます。授業、実習、
部活動や学校行事などの様々な場面では
個性的な仲間と共に学び、助け合い、高
め合う事で充実した学校生活を送ること
ができます。

チキミカ
・みかん果汁
・鶏ひき肉

静岡県立浜松湖北高等学校 浜松学芸高等学校

学校紹介
中学と高校6コース【特進・地域創

造・科学情報・音楽・美術・書道】の
多様な生徒が共に学んでいます。その
中でも私たち地域創造コースは、日々
の活動を通じて地域の魅力を発信して
います。

じゃこちー
・じゃこ
・チーズ
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サステナビリティ目標①：地元の食材活用・地元学生との
コラボで地域活性化を課題とし

「第2回おにぎりフェスティバル」を開催する
株式会社アセント 浜松営業所

参加校とおにぎり紹介③

学校紹介
自分の将来をしっかりと見つめるマイビ

ジョン教育が行われており、特色ある3つ
のコースの教育カリキュラムの中で、一人
ひとりの最適進路実現を目指しています。
地域に根差した総合学園としてスケールメ
リットをいかして幼稚園・こども園・中
学・高校・大学が連携した教育を行ってい
ます。2025年4月から「浜松学院」は「浜
松学院興誠」に生まれ変わりました。

おにップス～蒲焼風～
・さつまいも
・お茶

浜松学院高等学校 オイスカ浜松国際高等学校

学校紹介
浜名湖のほとりにある本校は、国際

NGOを母校として多くの留学生、生徒
一人ひとりの夢を育て、社会基本要素
となる持続可能な多様文化社会に貢献
できる生徒、未来を切り拓く力を育て
ています。

きざみオオバの
“ゴマんぞく結び”
・おおば
・ごま
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サステナビリティ目標①：地元の食材活用・地元学生との
コラボで地域活性化を課題とし

「第2回おにぎりフェスティバル」を開催する
株式会社アセント 浜松営業所

活動報告
高校生が主役！第2回おにぎりフェスは、初参加校

を含め6校が参加しました。
第2回では、おにぎりを200個から300個へ増やし

販売！早いところでは1時間ほどで完売！！
お子様連れや自転車でお越しになった方など幅広く
ご来場され、始まる前から大行列！大変賑わいまし
た。

地元食材を使うという「地産地消」を目的とした
おにぎりフェスは、地元キッチンカーとタッグを組
み、高校生ならではのアイデアがつまった笑顔あふ
れるイベントになりました。

地域からの反響
地 元 ケ ー ブ ル テ レ ビ

や 新 聞 な ど 、 多 く の 方
に 取 り 上 げ て い た だ き 、
高 校 生 が 笑 顔 で 楽 し く
取 り 組 ん で い る 姿 や 試
行 錯 誤 し て い る 様 子 な
ど 、 一 生 懸 命 に と 取 り
組 ん で い る 姿 が 話 題 と
なりました。
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サステナビリティ目標②：アメニティ数を見直して
プラスチック削減！

株式会社アセント 浜松営業所

ヘ
ア
ブ
ラ
シ
案
内

活動報告
2022 年 4 月 よ り 「 プ ラ ス チ ッ

ク 資 源 循 環 促 進 法 」 に よ り プ ラ
ス チ ッ ク の 資 源 循 環 が 重 要 視 さ
れ ま し た 。 ア メ ニ テ ィ バ イ キ ン
グの1つとして用意してありまし
た が 、 提 供 方 法 を 変 更 し 、 ヘ ア
ブ ラ シ 以 外 で も 、 お 客 様 か ら の
ご協力 を い ただ ける よう POPを
作成しました。

前
年
と
の
比
較

当ホテルが目指すこと
国が定めた特定プラスチック使用製品は12点。

内、株式会社アセントのアメニティ対象製品は
3種類。第１段階として変化をさせたヘアブラ
シは、昨年度に比べ3店舗90％以上の大幅な削
減となりましたが、プラスチックは「海洋プラ
スチックゴミ問題」や「気候変動の問題」など
世界へ繋がっています。

様々な対 応が求め られる 中、この活動がヘア
ブラシの削減という数値的な目標達成で終わるので
はなく、ここからまた別の取り組みにつながること、
またSDGsについて社内にもホテルを利用してくだ
さるお客様にも伝わることで、行動を起こしてもら
えるきっかけになるよう、第2段階、第3段階へと
変化させ、環境に配慮したホテルを目指します。

【定義】
3：すべての人に健康と福祉を
11：住み続けられるまちづくりを
12：つくる責任つかう責任
14：海の豊かさを守ろう
15：緑の豊かさも守ろう
【2024年4月時点の現状】
ロビーにてバイキング形式でアメニティ類を提供
【達成手段】
いつまでに：2025年3月末までに
何をして：アメニティ類(ヘアブラシ)個数制限を設ける
どのような状態に：ヘアブラシ利用数を前年度50％以上削減

在庫がなくなり次第ヘアブラシ提供終了
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• ゆる
• 2025 2 5

•

•
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★★

★★

当グループをひとことで表すと？

変化球で揺さぶりながら、決め球は直球で勝負
（柔軟性を持ちながら、いざという時は本気で取り組む会社）

『2025年は”二幸の年” 』と意気込んだ
野球好きの編集担当者が野球好きの原社⾧に
2×5の質問、名付けて『にこクエ』を
投げかける無茶振り企画！

“ピッチャー”編集担当者と
”バッター”原社⾧による
熱き戦いがここにて開幕します…!

Q

A

当グループの社員の印象をひとことで表すと？

四球で出塁し、盗塁と送りバントで進塁、そして、犠牲フライで得点
（我慢強くて頑張り屋、個性が光るけどみんなで支え合える仲間）

Q

A
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当グループあるあるを1つ教えてください。

プライベートでも、建物に入るとつい床の汚れや傷、
ワックスの仕上がり具合をチェックしがち

Q

A

「サステナビリティ」をひとことで言い換えると？

継続は力なり！

Q

A

★にこく え★　 質問進捗スコアボード

編集担当者

原社⾧ A

Q

A

Q

A

Q

A

Q
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★にこく え★　 質問進捗スコアボード

編集担当者

原社⾧ A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

個人で実践しているサステナビリティ活動を教えてください。

地域創生です。

生まれ故郷である「新潟県糸魚川市」の地域活性化を応援する活動を行っています。
地域振興イベントの企画・運営に携わるほか、地元の祭りや各種イベントにも地域
の方々とともに積極的に参加。

糸魚川の魅力をSNS等で発信し、
地域の賑わいを生み出すための取り組みを続けています。

Q

A

A

Q
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さぁ！にこクエ、後半戦突入です！
まだまだ熱き闘いは続きます…！

今後取り組んでみたいサステナビリティ活動は？

全社員で取り組める健康増進活動を企画し、ただ健康を意識するだけじゃなく、
ちょっとしたチャレンジ要素を加えて、みんなで楽しみながら進められるプログラ
ムを作りたいです。

例えば、「禁煙チャレンジ」「ダイエット対決」「腹囲マイナス〇cmミッショ
ン」「筋トレ習慣づくり」「毎日〇歩歩こう！」など、それぞれのペースで挑戦で
きる目標を設定。経過や成果を社内外に発信し、みんなで応援し合いながら健康を
目指すなど。

ただの健康管理じゃなく、「楽しく」「無理なく」「みんなで」をポイントにゲー
ム感覚で参加できるイベントを通じて、心も体も元気になれる会社を目指していき
たいです。

Q

A

★にこく え★　 質問進捗スコアボード

編集担当者

原社⾧ A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q
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★にこく え★　 質問進捗スコアボード

編集担当者

原社⾧ A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

今後、挑戦してみたいことは？

海と山に囲まれた古民家を手に入れて、社員のみんなと一緒にリノベーショ
ンし、そこを拠点に、米や野菜を育てたり、山菜を採ったり、魚を釣ったり
しながら、自然と共に暮らす自給自足の生活を実践してみたいです。

さらに、近くにモノづくりの工房をつくって、ビルメンの現場で使えるアイ
デアグッズを開発・制作・販売することにも挑戦してみたいと思っています。

こうした環境を、当グループの研修施設として活用して、
みんなで実践的に学びながら、人間力や創造力を育てていけたら最高だなと
思い描いています。

Q

A

A

Q
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★にこく え★　 質問進捗スコアボード

編集担当者

原社⾧ A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

もし、新しい制度を自由に考えるとしたら、どのような制度を取り入れたいですか？

定期的に「社員感謝祭」を開催。普段会社を支えてくれている社員一人ひとり
に、心からの「ありがとう！」を伝える日。お祭りのように楽しめるイベント
にしたいです。

ただの周年記念行事ではなく「こんな会社で働けてよかった！」と感じてもら
えるような、ワクワクする一日をつくりたいです。

仕事も大事だけど、それ以上に「仲間を大切にする文化」を育てるのが、この
感謝祭の目的です。社員が主役になれる、そんな特別な日を実現したいです。

Q

A

A

Q

A

Q
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★にこく え★　 質問進捗スコアボード

編集担当者

原社⾧ A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

大切にしている考え方、座右の銘は？

座右の銘は「一生勉強 一生青春」です。

学びに終わりはなく知識やスキルを得るたびに、見える景色や選択肢が広がっ
ていくと実感しています。新しいことに挑戦したり、仲間と協力して何かを成
し遂げたり、時には無謀かもしれないことに飛び込んでみる。そんな瞬間に、
自分の中の「青春」がふっと湧き上がります。

私にとって青春とは、若さではなく、心が熱くなり、夢中で何かに取り組んで
いる状態のこと。学び続ける姿勢があれば、青春は何度でも訪れる。だからこ
そ「もう十分」じゃなく「まだまだこれから！」の気持ちを忘れずに、人生を
楽しんでいきたいと思います。

Q

A

A

Q

A

Q

A

Q
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★にこく え★　 質問進捗スコアボード

編集担当者

原社⾧ A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

休日の過ごし方を教えてください。

家でじっとしているのは性に合わず、体を動かすことが大好きです。

中学軟式野球クラブチームのコーチを務める一方で、日曜日の早朝には自分も
本気でソフトボールを楽しんでいます。

まさにスポーツ漬けの休日です。

Q

A

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q
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★にこく え★　 質問進捗スコアボード

編集担当者

原社⾧ A

Q

入社当時の自身へメッセージをお願いします！

30年後、どんな未来が待っているかは分からない。

でも、今の仕事に一生懸命向き合い、人とのつながりを大切にし、学び続けて
いけば、きっと道は開けるはず。迷うことも、辛く苦しいこともある。でも、
大丈夫。きっと乗り越えられる。

30年後、誇れる自分でいられるように、 今この瞬間を大切に一歩ずつ。

「さあ行こう！」

Q

A

以上で”にこクエ”試合終了！続きが気になるあなた！
当グループに入社して延⾧戦を希望してみてはいかがでしょうか…！

by 編集担当
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•

•

•
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100年、いや、それ以上の継続を目指している
当グループで、じっくり仕事をしていきませんか。

ガツガツした人が少なく少し緩い会社かもしれません。
でも、ダラダラして仕事をしない社員が多いのではなく、自分で考え、仕事に責任をもって
働く、まじめな人が多いです。
現場や持ち場での仕事を確実にこなす人、現場をまとめる人、課⾧や部⾧としてマネジメント
する人、取締役等々、すべての人が必要とされるため、やりがいを感じられる、いろいろな
働き方ができる、結果的に人にやさしい会社だと思います。

自分の担当業務に対して業務改善しやすい環境があり、自己成⾧に繋がると思います。

非常にあたたかい人達がいる会社です。
上司部下同僚の適度な関係のもとで、ゆるいけどやることはやる、
そんな特徴が当社にはあります。
迷っている方は応募していただき、面談をすれば魅力を感じていただけると思います。

We look forward to welcoming you.

人事部 部⾧
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SDGsプロジェクトメンバーが語る東京第一支社のいいところ！

SDGsプロジェクトメンバーが語る東京第二支社のいいところ！
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SDGsプロジェクトメンバーが語る首都圏BMサービス第一事業部のいいところ！

SDGsプロジェクトメンバーが語る首都圏BMサービス第二事業部のいいところ！
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SDGsプロジェクトメンバーが語る関東支社のいいところ！

5 7

SDGsプロジェクトメンバーが語る神奈川支社のいいところ！
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SDGsプロジェクトメンバーが語る新潟支社のいいところ！

SDGsプロジェクトメンバーが語る北海道支社のいいところ！



未
来
の

仲
間
た
ち
へ

部
門
別
目
標

グ
ル
ー
プ
目
標

推
進
体
制

理
念
・
構
想

経
営

メ
ッ
セ
ー
ジ

グ
ル
ー
プ
概
要

140

SDGsプロジェクトメンバーが語る⾧野支社のいいところ！

SDGsプロジェクトメンバーが語る東海支社のいいところ！
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SDGsプロジェクトメンバーが語る九州支社のいいところ！
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SDGsプロジェクトメンバーが語るライフサポート事業部のいいところ！

SDGsプロジェクトメンバーが語るエステート事業部のいいところ！
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SDGsプロジェクトメンバーが語るFM事業部のいいところ！
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SDGsプロジェクトメンバーが語る糸魚川二幸のいいところ！
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SDGsプロジェクトメンバーが語るアセント北日本営業所のいいところ！

SDGsプロジェクトメンバーが語るアセント浜松営業所のいいところ！
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おわりに

サステナビリティ報告書2025を最後までお読みいただき、まことにありがとうございます。
会社情報と採用情報の詳細は各社ホームページよりご確認いただけます。

また、ホームページ以外にも日々の活動を発信するSNSも各社展開しております。ぜひご覧ください。

ホームページ
https://nikoh-sng.co.jp/

エステート事業部
ホームページ

https://www.cho-ko.com/

ホームページ
https://hotel-ascent.com/

ホームページ
https://itoigawa-nikoh.co.jp/

編集担当者として最も大切にしたことは『当グループらしさ』を表現することでした。
特に、経営メッセージはどうしても硬い印象になってしまうこともあり、2025年特別企画として準備した

『にこクエ』では、原社⾧のあたたかな人柄もお伝えしたい！という想いがありました。社⾧とは”推し球団”
が異なることも相まって、プロ野球さながらの白熱した企画になりました。

裏話ですが、野球大会は、報告書完成の前日に2025年度第1回大会が開催されたため、撮りたてほやほやの
写真を使用しています。色味でバレるとわかりつつ、ユニフォームの球団名にはこれでもか！とぼかしをか
けました。ちなみに編集担当者も写らないのをいいことにユニフォーム着用で夢中で取材に挑んでいました。




